
風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること

支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること

ものを除き、90 ㎝以下とすること

以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリ

ーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること

有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

建設省告示第1389 号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること

5.　鉄筋コンクリート工事

セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする｡

養生、管理方法など必要事項について、工事監督員の承認を得ること｡

鉄筋は JIS G3122の規格品を標準とする｡

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう｡

未定（公的試験機関とし着工時に監督員の承認を得ること)

「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（1）（2）」による｡

4

6

10

ランドセメント
早強ポルト

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く

上表以外のセメントを使用する場合は工事監督員の指示による

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない

支柱の盛りかえは、小梁が終ってから、スラブを行う

支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする

また、その他の梁の場合も原則として行わない

スラブ下、はり下

｝
試験機関名

Ｃ種
（ＣＢ）

Ａ種 Ｂ種

設備基礎コンクリート

コンクリ－トブロック

混和材

(2)

、普通 軽量

100厚 120

設計基準強度

2.　使用構造材料

コンクリ－ト

土間スラブ

捨コンクリ－ト

適用箇所

(1)

種　類

普通

普通

15

18

Fc　N/mm2
スランプ

15

15

cm

150 190
注）

注）

6

5

備  　考

Ａ種均

－

注）

注）

注）

注）

大梁の支柱の盛りかえは行わない

4

3

2

1

5

リ

日

コンクリ－トの

5℃未満

圧縮強度

ト 5

15℃以上

5℃～15℃

コ

のク

令
材

ン

の 気
温

2

3

2
N/mm

8

3

5

(3)

材料　　合板 厚12m/m を標準とする

ランドセメント

基礎、はり側、柱、壁
セ

の
種
類

ト

期
置

間
平

存
ン
メ 早強ポルト

位

型枠存置期間

種類
部

ランドセメント

シリカセメント

高炉セメント

普通ポルト

Ａ種

せ　き　板

型　枠

代行業者名

壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＷＰＲＣ）

一部 鉄骨造（Ｓ）

構造標準仕様書

部　材

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ）

・本図中特記なき場合の各部材の記号は下記による。

・本図中単位記号のない寸法はｍｍを表す。

単位及び記号

記号

(10)

記号

公衆用トイレ

プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＰＲＣ）

付帯工事

増築計画

特別な荷重(9)

(8)

(7) 有 （

主要用途

屋根付属物(6)

(5)

(4) 階　数

  kN

）

1.　建築物の構造内容

補強コンクリ－トブロック造（ＣＢ）

三重県伊賀市上野東町2946番地 外2 地内

工事名称
建築場所

鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ）　

構造種別

木造（Ｗ）

工事種別

(3)

(2)

(1)

新築 増築 増改築

使用箇所

高力ボルトすべり係数試験

高力ボルト導入張力確認試験

M16～M24中ボルト

屋根、床、壁

頭付スタッドボルト

アンカ－ボルト

(6)

注）本図中の鉄筋径別断面記号は下記による

D25  (25φ)

STK400

無

高力ボルト

ボルト(5)

SM490A,B

鉄　骨

SS400

(4)

D10  ( 9φ)

STKR400

F10T F8T

SN490B,C

S10T 認定品（

SN400A,B,C

種　類

D29  (29φ)

D13  (13φ)

D32  (32φ)

D16  (16φ)

(2) 鉄　筋

否要

ナット （シングル、ダブル）

要 否

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

施工は 「JASS5(2015改定)」による｡

有 無

M20、

有 無

M12、 M16、

有 無

有 無

M24

現場溶接

有 無

D35  (35φ)

D19  (19φ)

備考

D22  (22φ)

使用箇所

高強度剪断補強筋

改築

丸　　鋼

溶接金網

異形鉄筋

鉄　筋(3) 径種　類

D19～ D25

D10～ D16

SD490

SR235

UHYフープ 685/885

JISG3551

SD345

SD295A

φ6

(1)

継手工法

ガス圧接継手

Ｄ１６以下
重ね継手

特殊継手

原則としてＤ１９以上

（ ）

適用は　　印の項 コンクリ－ト

と同じ錆止めペイントを使用し、2回塗りとする｡

ロックウール吹き付け同等

設備機器の架台及び基礎については工事監督員の承認を得ること｡

意匠図に防錆塗装の指示がある時は、意匠図によること｡

梁貫通孔図を作成し、工事監督員の承認を得ること｡

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない 設ける場合は設計者の承認を得ること｡

2回（35μm／回）塗りを標準とする｡

Ａ種Ａ種Ａ種

設計基準強度の

85％

15 28

8

12

17

25

3倍以上かつ 5cm以上とする｡

7.　設備関係

100％

28

シリカセメント

28

28

Ａ種

(7)

セラミック耐火

耐火被覆の材料

早強ポルト
ランドセメントランドセメント

高炉セメント

シリカセメント

普通ポルト

Ａ種
高炉セメント
Ａ種

普通ポルト
ランドセメント

シリカセメント

スラブ下

支　　柱

ランドセメント

ランドセメント
普通ポルト

高炉セメント

早強ポルト

はり下

(6) 防錆塗装

耐火塗料

接合部の溶接は下記によること

工事監督員が行う検査項目

材料規格証明書または試験成績書

（　　 印以外の項目の検査結果については、工事監督員に報告すること）

ために自ら契約した検査会社をいう

溶接部の検査（検査結果は後日工事監督員に報告すること）

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

注）　現場溶接部は、超音波探傷試験を100% を行うこと

注）　現場溶接部については、原則として第三者による全数検査 (100%) を行うこと

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

接合部の検査(5)

Ｗ型（溶接型）Ｈ型（タガ型）

第三者検査機関名

製品本体

完全溶込み溶接部

検査箇所

(4)

建方検査

(3)

現寸検査

社内検査表

鋼材

検査率叉は検査数

第三者

外観（目視）検査

超音波探傷試験

マクロ試験・その他

検査方法

％

個

％100

社　内
備　　考

30

個

％

個

％

工事監督員

組立・開先検査

高力ボルト

製品検査

特殊ボルト スタッドボルト

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨工事は指示のない限り下記による

日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

認定または登録工場

工事監督員の承認を必要とするもの(2)

製作工場

6.　鉄骨工事
(1)

製作要領書 工作図 施工計画書

部　材

仕様及び箇所

仕様及び箇所

リストによる

普通

SM520B

STKN400

試験方法は、JIS Z 3062による。

同一日に施工した圧接箇所)に対し30箇所とし、ロットから無作為に抜き取る。

18 18

BCR295

SD390

1824

3

普通基礎、地中梁

γ=23kN/m

D38  (38φ)

3

で行うこと。

押えコンクリ－ト

高性能AE減水材

支保工撤去後

支保工

撤去後

AOQL 4.0%

  kN

　　D29～

8.  建築設備の構造安全性

1. ■

2. □

3. □

4. □

5. ■

5-1. ■

5-2. ■

5-3. ■

5-4. ■

6. □

  kN

給湯設備の転倒、移動等により人が危害を受ける恐れがある場合は、
H24国交告第1447号を適用する。

リストによる

9.　その他

必要に応じて記録写真を撮り保管、提出すること｡

国土交通大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（最新版）による｡

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること｡

特記なき事項は、日本建築学会 建築工事標準仕様書（JASS）及び、

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監督員に報告すること｡

下記によるほか 告示第1464号 による検査を行う。

計画供用期間の級　 短期 超長期 標準 

日本建築学会「JASS5(2015改定)」によるものとする｡

長期

品質基準強度
Fq　N/mm2

24

1824普通上部躯体 24

溶融亜鉛めっきの範囲は、JIS H8641による。
かつ、公共建築工事標準仕様書（最新版）「7.12.2」 および 「14.2.3」 にならうこと。

(8) 溶融亜鉛めっき

リストによる

リストによる

床： フリーリング、複層ビニル床シート、モルタル押え等

外壁： コンクリート打ち放し

屋根: 塩化ビニル樹脂系防水シート、コンクリート増し打ち勾配下地

内壁： ビニルクロス貼り、一部コンクリート打ち放し
また耐圧版についても重ね継ぎ手を可とする。

及びロックウール吹き付け部分以外の部分とし、錆止めペイントは、JIS K5674.1種、

(使用なし)

めっきの厚さはHDZ50とする。

(溶接士はAW資格を有すること)

FG 地中梁

F 基礎

床版 (スラブ)S

SB

SP

鉄骨リブ梁

鉄骨束柱

耐圧版FS

FB 地中小梁

片持ち床版CS

CFG 片持ち地中梁

FC 基礎柱

土間スラブGS

C 柱

G 梁

W 壁

FW 地下壁

3.　地盤

）（ ・（ 有・ ）無

平板載荷試験

標準貫入試験

平板載荷試験

アースドリルまたはミニアース

リバ－スサ－キュレ－ション

施　工　法

独立基礎布基礎ベタ基礎直接基礎(1)

支持層：　　 

杭仕様

試験杭

場所打ち

杭  　種

杭基礎(2)

主  筋
ＨＯＯＰ

セメント量

コンクリ－ト

スランプ

ＢＨ

打ち込み

長期許容支持力度：　　　

材  　料

ボ－リング調査

地盤調査計画

地盤調査資料

調査予定

敷地内

4.　地業工事

土質試験

(3)

（無

(2)

有

(1)
（

物理探査

ボ－リング調査

静的貫入試験

有

近隣）

）無

有 無試験掘

手掘深礎

載荷

拡底杭

備   　考

Ｃ種Ｂ種PHC

鋼材 STK400

Ａ種

STK490Ｈ鋼

PRC

鋼管

SC

掘削状況ならびに設定した根伐り底の状況により、基礎下の
捨てコン厚さを変更する場合もある｡

土質試験 液状化判定 スウェーデン式サウンディング試験

杭の先端の深さ（m）設計支持力（kN）杭径（mm） 本数 特記事項

SWS試験結果図　　　　　　による

ボ－リング標準貫入値、土質構成(4)

PS検層

(H30.04実施)

(S05図)

設計GL-0.5～-2.0[m]以深の砂層 (換算N値40以上)

[kN/m  ]2200 （浅層混合処理工法併用

改良体下端は 設計GL-2.0[m]。

地上1層   

(W) フレーム外の壁

revisions

date drawn  by checked  by

scale

project  no．consultant

-

-

S-001
構 造 設 計 標 準 仕 様  

壁式構造（WＲＣ）　

浄化槽

FRP化粧屋根

上野東町ポケットパーク整備工事

上野東町ポケットパーク整備工事

水セメ ント 比： 60％以下　 　 単位水量： 185kgf /ｍ　 以下　 　 空気量： 4. 5％

STK490

　）

水平地盤反力係数の測定

水平地盤反力係数の測定

　 ジオセット ２ ０ ０ 同等、 ユースタビラー５ ０ 同等: 210 [kg/?]目安）

2
オ－ルケ－シング

機械掘

コンクリ－ト杭

コンクリ －ト はＪ IS認証工場の製品とし、 施工に関しては鉄筋コンクリ ート 工事標準仕様、

鉄筋の加工寸法、 形状、 かぶり 厚さ、 鉄筋の継手位置、 継手の重ね長さ、 定着長さは、

Ｄ19未満は、 すべて重ね継手とする 継手（ Ｄ19以上） をガス圧接とする場合は、 日本圧接

協会「 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」 による｡ただし、 床、 壁は重ね継ぎ手も可とする。

ガス圧接部の抜き取り 検査(引張試験)は、 同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと

に(200箇所を超える時は200箇所ごとに)1回行い、 1回の試験は5本以上とする。 試験方法

は、 JIS Z 3120による。 超音波探傷試験による場合、 試験箇所は、 1ロット (1組の作業班が

はね出しスラブ、 片持梁、 庇、 スパン 9.0ｍ以上の梁下は、 工事監督員の指示による。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1／3 以下とし、 管の間隔を管径の

PHC

N/mm

3kg/m

cm

調合計画は、工事開始前に工事監督員の承認を得ること｡

寒中、 暑中、 その他特殊コンクリ －ト の適用を受ける期間に当る場合は、 調合、 打ち込み、

または現場封かん養生とし、 採取は打ち込み工区ごと、 打ち込み日ごととする。

試料から取り 分けて3回行い、 その平均値を試験値とする｡

回の測定ごとに撮影した写真（ カラ－） を保管し承認を得る｡

打ち込み量が150mを超える場合は、 150mごとまたは、 その端数ごとに１ 回を標準とする。

なお、 打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、 外気温が25℃未満の場合は、

120分、 25℃以上の場合は90分以内とする｡

3 3

を用いる｡

標準養生、

フレッシュコンクリ －ト の塩化物測定は、 原則として工事現場で（ 財） 国土開発技術研究セン

圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること｡

タ－の技術評価をう けた測定器を用いて行い、 試験結果の記録及び測定器の表示部を一

測定検査の回数は、 通常の場合、 1日1回以上とし、 1回の検査における測定試験は、 同一

なお、 供試体の数量は、 特別指示なき場合は、 一回当り 6本以上とし、 そのう ち4週用に3本

1回に採取する供試体は適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。

構造体コンクリ ート について、 現場の圧縮強度試験供試体（ JASS5T-603)は、 現場水中養生、

鉄筋の材質については、規格証明書を監督員に提出して承認を受ける。

Ｓ型（スパイラル型）とする｡

コンクリ －ト 及び鉄筋圧接部の試験は、 試験成績書を監督員に提出して承認を受ける。

第三者検査機関とは、 建築主、 工事監督員叉は工事施工者が、 受入れ検査を代行させる

高力ボルト は「 JI S B1186の高力ボルト 」 を標準とする 摩擦面の処理は黒皮などを座金外径

２ 倍以上の範囲でショ ット ブラスト 、 グラインダ－掛け等を用いて除去した後、 屋外に自然放

締付け後の検査は、 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

置して発生した赤錆状態であること。 ただしショ ット ブラスト 、 グリ ット ブラスト による処理で

表面あらさが 50S以上である場合は、 赤錆は発生しないままでよい。

高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整されたものを使用し、 締付けの順序は部材

が十分密着するよう 注意して行う ｡また、 締付けは一次、 二次締めとする。

防錆塗装の範囲は、 高力ボルト 接合の摩擦面及びコンクリ －ト で被覆される以外の部分、

現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、 塗装は工場塗装

ポンプ打ちコンクリ －ト は打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、 コンクリ －ト の

自由落下高さは、 コンクリ －ト が分離しない範囲とする｡ポンプ圧送に際してはコンクリ －ト

建築物に設ける建築設備にあっては構造耐力上安全なものとして以下の構造方法による。
建築設備（ 昇降機を除く 。 ） 、 建築設備の支持構造部及び緊結金物は、 腐食又は腐朽のおそれがないものと すること。

屋上から突出する水槽、 煙突、 冷却塔その他これらに類するものは、 支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

煙突の屋上突出部の高さは、 れんが造、 石造、 コンクリ ート ブロック造又は無筋コンクリ ート 造の場合は鉄製の支枠を設けた

煙突で屋内にある部分は、 鉄筋に対するコンクリ ート のかぶり 厚さを5 ㎝以上とした鉄筋コンクリ ート 造又は厚さが25 ㎝

法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、 煙突その他これらに類するものにあっては、



かぶり厚さには、捨てコンクリートの厚さを含まない。
スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分の

鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材、塗装等)の

特記による。

ものを除く。

リートの場合は、特記による。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)

異形鉄筋

鉄筋のフック

ｅ．単純梁の下端筋

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ｄ．柱、梁（地中梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

鉄筋のあき

直接基礎

3．基礎

杭基礎

フック付き

（単位：ｍｍ）

ａ≧ 400

(4) かぶり厚さ

1.5L1以上

2
0
d
以

上

CL

約0.5L1

45ﾟ

b

(2)

重ね継手（下図のいずれかとする）

継ぎ手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする
直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

鉄筋径の差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない
D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

圧接面3mm以下

θ ＞ 80゜

θd

圧接継手

1.1d以上

1.4d以上d

L1

末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

5．
4．
3．

1．
2．

ガス圧接形状

継　　手

圧接面圧接面

d/4以下

d/5以下

L1

(1)

D19
以上

スパイラル筋

16φ
D16
19φ   25φ
D19    D25
28φ   32φ
D29    D38

上記以外の鉄筋

鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

R

d

(3)

SD345

SR235
6d以上

以上8d

～

～
～

以下

～

4d

8d以上(*4d以上)

余
長

D16
19φ

鉄筋の径に
よる区分
16φ

鉄筋の折曲げ角度 90°以下

あばら筋

鉄筋の使用箇
所による呼称

鉄筋中間部の折曲げの形状

帯筋
d

R

図

(2)

SD345

SR235

鉄筋の種類

余長

d

180ﾟ

図

折曲げ角度

4d以上鉄筋の余長

R

d d

R

90ﾟ

余
長

R

6d以上(*4d以上)

135ﾟ

鉄筋の折り曲げ
内のり寸法（Ｒ）

以上3d

以上

以下

d キャップタイ

8
d以

上

Ｄ-部材の成

S.ＨＯＯＰ-補強帯筋

L0-部材間の内法距離

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する

ＨＯＯＰ-帯筋

Ｃ

鉄筋末端部の折曲げの形状

ｄ- 異形棒鋼の呼び名に用いた数値／丸鋼では径

2．鉄筋加工、かぶり

ＳＴ-あばら筋

ｒ-半径＠-間隔

(1)

Ｌ-中心線

記号(2)

(1)

1．一般事項

Ｒ-直径

φ- 直径又は丸鋼

ａ．丸鋼

(6)

(5)

h
0

h
0
/
2
+
1
5
d

H *

5d以上

10d

パネル部分は

柱幅と斜材（柱叉は梁）幅が異る

Lは片面溶接10d

L
2

15d

e

注1)　 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、叉はダブル巻きとし@100以下とする

注2)   1 の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする

15d15d L1

上端筋継手範囲

主筋間隔は200以下

かぶり厚さ

2
0
d（

両
側

）

2
0
d
以

上

CL

4
0
d（

片
側

）

主筋間隔の1.5倍かつ

D

ｂの範囲
45ﾟ

d

ba 300以下

フック無し
余長4d

斜め筋　3-D13以上

ａ＝ D1＋2dの範囲
ベース筋

捨フープD1 CL

L
2

(5) 絞り

叉は同サイズ２本 L
2

e ≦ D/6 e > D/6

4
0
0

1
0
0

6d

帯筋より１サイズ太くD
1
0
0

6d

e

上端筋継手範囲下端筋継手範囲
L2

柱D 柱D

L
2 1

L
2 1

1
,5

D

L
2

L
2

L
2

（余長）

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

独立基礎、杭基礎の場合

20d

布基礎、べた基礎の場合

L2

(2)

外端部

L0/4
*

L
2

L2

外端部

L0/4

(1)

4．地中梁

W1

L1

〃
〃 チ

（定着、継手）

内端部

L0/4
L0

20d
L0/2

L
2

*

L1
（余長） （余長）

（余長）

15d 15d

15d15d L1

L2

L
2

注3)  フックおよび継手の位置は
交互とする

斜め柱・斜め梁

柱幅と斜材（柱叉は梁）幅が同一

(4)

主筋の位置を避ける
注2)  Ｗ型で現場溶接をする場合は

注1)　第1帯筋は、梁づらに入れる

2dL

第 帯筋1

〃
〃
〃
〃

P1

〃
〃

5d

下

〃
以

2d

内端部

L0/4L0/2
L0

（定着、継手）

300

H≦500は*印筋は不用とする

45ﾟ～ 60ﾟ

2-D16以上

梁
幅

*

＊印筋はD10-@200とする

D

ロ計
〃
〃
〃
〃
〃 ッ

ピ

150以下

150以下

〃

P1

〃
〃

〃
〃

〃

設

とする
0.2％以下

第 帯筋1

圧縮継手

(3) 帯筋

継手の好ましい位置

重ね継手

二段筋の保持

a＝ 1.5× (呼び名の数)

a

6φ-@1000

4d

a

6φ-@1000

(6)

a
a

Ｌ
１ D

6d

4d

a

a

柱D

1
P

P
P
P 1

P

1
,5

D

L
2

末端部の添巻は1.5巻以上と

6d 目 型

柱脚で斜材となる場合

Ｌは50d以上
かつ30cm以上とする

6d 12d

する

4d
日型

以上

8
d L

S型(スパイラル型)

Ｌは中間部5dかつ300以上

12d

ハイH型(タガ型)

Lロ型

135ﾟ

6d 15d

12d

150以上
L1

(2)

ハンチを付けた場合(a≧3)

1

べた基礎、布基礎(3)

末端にはフックが必要

丸鋼

ｃ．煙突の鉄筋

（a～f に示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

あきd0 d0

ｂ．あばら筋、帯筋
梁

d あき d

間隔 柱間隔

L2

(4) 基礎接合部の補強

2

L2

≧
1
5
d L

2
o
rL

3

a

5．柱

*

3
-
D

1
3

L
2

L
1

**

*

L
2

500 < H ≦ 1000

 の鉄筋はD13以上

 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

但し上筋と下筋を読みかえる
耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

3.

2.

4.

4
0

7
0

1

1.

h
0
/
4

h
0
/
4

h
0
/
2

標
準

 1
0
0
0

h
0

h
0
/
4

h
0
/
4

h
0
/
2

柱主筋の継手(1)

h
0
/
2
+
1
5
d

L
2

h
0

以
上

4
0
0

4
0
0

以
上 L

2

柱主筋の定着

L
2

h
0

(L1)

特別の定着

SD295A
SD295B
SD345

SD390

鉄筋の種類

30～　45

15cm以上
10d　かつ25dまたは

15dフックつき

定着の長さ

基準強度の範囲

18以下

普通、軽量コン

（Ｎ／ｍｍ　）2

クリートの設計

一般 (L2)
(L3)

スラブ

下端筋

小梁

45d

及び

1

2

こえて中間折曲げテール長150
以上叉は180°フック付とする

L2がとれる場合でも柱中心線を
柱幅が大きくて、直線部だけで

平面

は継ぎ手の
好ましい位置を

つりあげ筋

1サイズ太い鉄筋か、又は、同サイズ

つりあげ筋は、一般のあばら筋より、

腹筋 4d

以内で割り付けるD10（9φ）@1000

(2) 大梁主筋の継手

あばら筋の型

幅止め筋の本数、加工(5)

(4)

6d

a

不要

4
d D

筋

8
d cb 6d

4
d

d e6d

8
d

6d

あばら筋、腹筋、幅止め筋の配置(3)

印は幅止め筋を示す

を2本巻とする

L0
L0/2
L

L0/4

C

D

D

L0/4

示す
L0/4

L0/4

D

平面

片持梁の定着

先端

c

70d

25d

2L0/315d

L0

固定端

L2

あばら筋を入れる片
持

梁
筋

折
り

下
げ

主筋側に必ず入れること
補強あばら筋は小梁｜ 正面｜

斜めでもよい

小梁の定着

斜めでもよい
下向きでもよい

b

15dL0/4

L0/6
0.5B

20d

L2

0.5B

最終端
25d

B

C 15d

L0/4 連続梁

L0

20d

L

一般階
※

L2

L2

L1

4
d

曲
げ

1
8
0
゜

8
d

6d

45ﾟ

1
5
0
以

上

フック付

柱幅が大きい場合

定着

L
1

6．大梁、小梁、片持梁

a 大梁

(1)

CL
(梁主筋を折り曲げるとき)

L0/415d

折曲げ起点は中心線をこえる

最上階

L0

20d

L2

ことを原則とする

L
1

L2

L2

つり上げ筋

D

柱幅

L2
※

CL

かぶり厚さ

(5)

(4)

柱・はり・スラブ・壁

耐力壁

擁壁、耐圧スラブ

(2)

(1)

基礎・擁壁、耐圧スラブ

(3)

接する部分

注）

（単位：ｍｍ）
(4) かぶり厚さ

柱、壁柱
梁、

スラブ
非耐力壁

部位

土に

屋外

20

30

最小かぶり厚さ

（ｍｍ）

仕上げあり

屋内

接しない部分

土に

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

30

30

30

40

40

40

60

60煙突等高熱を受ける部分

*

*

21～　27 40d

30～　45

40d

40d

40d

40d

40d

40d

40d

45d

21～　27

3/4D 3/4D

3/4D 3/4D

revisions

date drawn  by checked  by

scale

project  no．consultant

-

-

S-002
鉄筋コンクリート標準配筋図（１） 

上野東町ポケットパーク整備工事

折曲げ角度 90°はス ラ ブ筋
壁筋の末端部またはスラブと 同
時に打ち込むＴ 形およびＬ 形梁
のキャ ッ プタイ にのみ用いる。

折曲げ内法寸法RはSR235は3d以上、 SD295A、 SD295B、
SD345のD16以下は、 3d以上、 D19以上は4d以上 ＊片持スラブ上端筋の先端

SD295A、 B

SD295A、 B

重ね継手の長さ

さを確保する

かぶり 、 厚さが部分的に減少す
る箇所についても最小かぶり 厚

柱、 梁等の鉄筋の加工に用いる

ひびわれ誘発目地部など鉄筋の

10mmを加えた数値を標準とする。
かぶり 厚さは、 最小かぶり 厚さに

*印のかぶり 厚さは、 普通コ ンク リ ート に適用し、 軽量コンク

「 仕上げあり 」 と はモルタル塗り 等の仕上げのあるものと し、

杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

塩害を受ける恐れのある 部分等、 耐久性上不利な箇所は、

丸鋼では径、 異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上 図の　 印の鉄筋の重ね継手の

埋戻し土のある場合は上端の40mmを70mmとする

上向きとすることができる
＊上端主筋の定着は、 やむを得ない場合、

鉄筋のフッ ク は柱頭の四隅の鉄筋、
及び、 はり せいが小さく 、
設計応力に対し て必要な定着長L2
さが不足する箇所に付ける

W型(溶接型)

両面溶接5d以上
と する

第1あばら筋は柱面よ り 配筋する

bc
（ イ） 原則と して のフッ ク 先曲げと するa

b片側床版付(L型)梁で 両側床版付（ Ｔ 型)梁で 叉は と するこ と ができる

（ ロ ） フッ ク の位置は にあっては交互、 にあってはスラ ブ側と するa b

幅止め

幅止め筋

腹  筋

h0-部材間の内法高さ

 D＜600

900≦D＜1200　 4-D10(9φ)

600≦D＜900　 2-D10(9φ)

1200≦D D10(9φ)@300 以内

２ 段

１ 段



D13

L
X

/
4

C A C

無筋部分D10-@200　長さ800以上

50300

D13 L2 （但し、H>800以上の場合は

2D

土間コンクリート

D13

b

600

間仕切壁との交叉部

軽作業の土間a

(6)

2
0
0

L
1

1
5
0

250

設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上

打継ぎ補強(8)

D
D

（ダメ穴打継面について）

釜場

D

(7)

2D

L11200× 600以下

周囲

D13

500
2D

L1
D13

端部

D
D

D13

500中央

床板厚さ D

床版段差(5)

D16

D16

端部

D
D

中央

L1

D13

Ｄ
以

下
Ｄ

以
下

D10-@150

D
≦

 H
≦

 2
D

H

2D

L
1

L1

H

L
1

D16

500500

D
≦

 H
≦

 2
D

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

で開口をさけて補強する

孔と孔のへりあき100以上

設備の小開口が連続してあく場合斜め 注）

柱(1)

a
3
0
0 *

300 a
≦ 200a

9.

L2 L2

300 a

B

*

2
Ａcm

L2L2

設計図による）

h
0

t

L
1

D13
D10-@400
D10-@600

L
1 D13

コンクリ－トブロック帳壁(4)

一般の場合
L2 L2

D10-@600

D10-@400

D10-@400

D13

D13
D10
D13

L
1

h
0

t

L
1

h
下部防水立上りのある場合

L2L2

b1/2L1b1/2

（出隅部分補強配筋）

周囲補強筋

床版開口部の補強

斜め補強筋

L1 L
1

L
1

L1

L
1

b
2
/
2

補
強

筋
の

定
着

L
1

L
3

b1

(4)

2L
1

D13

L
1

D13
D13

L1

（出隅受け部配筋）

出隅部

b
2
/
2

注 b1≧b2とする
出隅部分の補強筋

b
2

一般床版配力筋

（開口の径500程度の場合）

b
2

b1 注 b1≧b2とする
出隅受け部

屋根スラブの補強

片持ちスラブ出隅部補強(3)

L

(2)

※

b

L a

L2

1
0
d
以

上
10dかつ150以上

15d

15d

D13

肩筋D13以上

パラペット

以上

手摺

L
1

120

D13

タテヨコ筋共
D10-@200シングル
t150以上はダブル

L
2

1
0
0以

下 H

手摺、パラペット(3)

柱

D

D13

タテヨコ筋共
D10-@200ダブル

150H

L
2

1
0
0

L
1

以
下 以上

W≦ D/6、Wt/2かつ7cm

D10-@200

W
t

t

250 250

ｔは階高の1/100程度

L2

1-D13

（部分スリットの場合）

壁と壁（平面図）d

スリット部(2)

L
2

L2

1-D13

D13

D13

L2
L2

L
2

L
2

4-D13

L2 L2

4-D13

イ

D13

イ

1000

1000

D10受筋

は壁配筋と同じ

10．梁貫通孔補強
(1)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(２)

60

定着および継手

鋼製スペーサー

継手位置は原則として下表による

L2 75～ 200

25d

a 片持床スラブ

(1)

7．床版

L
X

/
4

L
Y

CC A

A B A

LX/4 LX/4
LX

一般床スラブb

8．壁

床に（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

L
2
か

つ
中

心
線

を
超

え
る

c

L
2

L2

定着

梁に

(1)

a

a
L
2

イL2

L2

L
2

D10受筋

L
2

L2かつ柱中心線を超える

150

b柱に

（平面図）

1
5
0

梁(2)

a300 D

3
0
0

h

L1

L
1

金網型

既製品(3)

リング型 パイプ型

定着長さのとり方

d

d

L
1

45ﾟφ

プレート型

D

DD
/
3

1.2D

望ましい範囲

L0

1.2D

梁端部（1.2D以内）は原則として避ける

設置可能範囲

φ2φ1

打合せのこと
場合は、設計者又は工事監督員と
貫通孔が連続して間隔等が取れない

(φ1+φ2)×3/2以上

孔の上下方向の位置

D

d

d

但しφ≦D/3とする鉄筋標準配筋(2)

φ

φ

80≦φ≦100

 ST2-D13

折筋

縦筋

2-(2-D13)

縦筋

折筋

横筋

φ

縦筋

斜筋

上
下縦筋

横筋

リストによる

revisions

date drawn  by checked  by

scale

project  no．consultant

-

-

S-003
鉄筋コンクリート標準配筋図（２） 
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下端筋

上端筋

A、 C

B

B短辺方向

長辺方向

短辺、 長辺方向

標準継手位置

補強筋は各3-D13、 叉はスラブ主筋の同一
径でL=1500とし、 上端筋の下に配筋する
※の箇所（ 入隅） は各階補強する

150＜ D≦ 200

200＜ D≦ 300

D≦ 150 各 2-D13

各 2-D16

各 2-D19

各 2-D13

各 2-D13

各 2-D16

鉄筋の定着及び重ね継手の長さＬ は、 鉄筋
コ ンク リ －ト 構造配筋標準図(1) の2-( 3) によ る

横筋の配置は上下端と も

配置する
梁、 叉は床面に一段目を １ 本目を配置する

縦筋は柱面に

上端筋がある 場合

スラブに

シングル配筋 ダブル配筋

W

注） h0≦25t かつ3500以下とする但し直交方向25t以内に壁、 叉は柱がある場合を除く
注） hはコンクリ －ト ブロック段数調節寸法とする 但し、 200≦h≦400
注）継手部及び鉄筋挿入部は必ずモルタルを充てんすること

及び工事監督員と 打ち合わせのこと

ハッ チ部分の面積
補強タテ筋

Ａ＜ 500 500≦ Ａ
＜ 1000

1000≦ Ａ

ハッ チ部分は増打コ ンク リ －ト を示す

3-D16 4-D16

＜ 1500

6-D16

*柱と 同径、 同ピッ チと する

印は補強筋

補強筋
(D16-250@)

幅止め筋

補強筋
(D16-250@) あばら補強筋

あばら補強筋

D10

補強筋

以上） と する

側部の補強筋は、 梁主筋と 同径（ D16

上端及び下端の補強筋は、 D16-250@

程度と する

あばら補強筋は、 梁と 同径、 同ピッ チと

する

腹筋D10ピッ チは、 梁の腹筋と 合せる

ａ は100～200程度

梁下端増打コンク リ ート の場合も 、 上端

増打コンク リ ート 補強と 同様と する

ハッ チ部分は増打コンク リ ート を示す

（ 使用については、 資料及び計算書を提出して工事監督員の承認を得るこ と ）

梁幅が400を超える場合は補強筋でD13はD16と 、 2-D13は3-D13と 、 各々読みかえる

ST2-D13-@100

100＜φ≦150

2-(2-D13)

2-(2-D13)

ST2-D13-@100

150＜φ≦250

4-(2-D13)

2-(2-D13)

ST2-D13

φ≦0.1Dであれば無補強でも よい

注) 特記なき場合梁端部の離間距離は
計算で確認された場合、 左記の位置によ らなく てよい。

dは下記の通り と する。

900≦D
700≦D＜900　 ･･･　 ｄ ≧200
500≦D＜700　 ･･･　 ｄ ≧175

　 ･･･　 ｄ ≧250

D10-@150

D13-@200 ダブル

2-D16

2-D16

折曲D10-@200

D10-@200

上端筋がない場合

スラブに

スリ ッ ト 部の鉄筋のかぶり 厚さ は
2-( 4)かぶり 厚さの表の最小かぶ
り 厚さ以上と する

D10-@400

増打すると き は事前に設計者、
柱、 梁増打コンクリ ート 補強



4.1    

1. 鉄筋のかぶり厚さ

2. 鉄筋の加工

3. バーサポート・スペーサー

4. 基礎
布基礎

5. 耐力壁

5.1 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

5.2 上・下階耐力壁の各種配置

5.3 耐力壁の縦・横筋の配置

5.4 耐力壁が交差する場合の定着(平面)

6. 壁　梁

6.1 壁梁の標準配筋図

6.2 壁梁の範囲

6.3 壁梁主筋の定着

6.4 あばら筋の型

6.5 壁梁と壁のおさまり

布基礎交差部の配筋（平面）

L型交差部

十型交差部 T型交差部

a. かぶり厚さは、設計図による。設計図に示されていない場合の最小かぶり

    厚さは下表による。

b. 外壁面は雨水の浸透防止、耐久性確保のため必要に応じて、適切な防水処

    理をする。

c. コンクリートの水切りおよび打継ぎ目地では、目地底面よりのかぶり厚さ

    とする。また、目地には有効な防水・耐久性の措置をとる。

注)　1 )　耐久性上有効な仕上げがない場合は屋内・屋外にかか

　　　　  わらず10mm増しとする。

　　  2 )  片持ちスラブ先端は30mmとする。

鉄筋の加工は、鉄筋加工図に従い、冷間加工とし、加工寸法は下表の許容

差以内とする。

バーサポート・スペーサーの配置および間隔は設計図に指示のない場合

は、下表を標準とする。

注）壁・壁梁・がりょう・小梁・布基礎の立ち上り部分・基礎梁基礎つ

　　なぎ梁のスペーサーはプラスチック製でもよい。

原則として基礎梁下端主筋・ベース

筋配力筋および交差部ベース筋を配

置する。また、特殊な場合には、は

かま筋を配置する。

ベース筋の間隔は原則として20cm

以下とし配力筋の間隔は30cm程度

とする。

耐力壁と床・屋根スラブ

複配筋 単配筋

逆　梁

横配筋 単配筋

・原則として　   のフックは先曲げとする。

　片側床板付(L型)梁で     、両側床版付(T型)

    梁で　   とすることができる。

・フックの位置は　  にあっては交互、    に

    あってはスラブ側とする。

a

c

a

b

b

注)　壁長1500以下の横筋はHoop状にすること。

a.　L型交差部の縦・横筋などの配置

単配筋の場合

複配筋の場合

b.　T型交差部の縦・横筋などの配置

c.　十型交差部の縦・横筋などの配置

単配筋の場合 複配筋の場合

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。

左記以外の鉄筋あばら筋、壁梁
断面の縦・横筋

   　　　 ※各加工寸法および加工後の全長の測り方の例を下図 に示す。

単配筋 複配筋イ ロ ハ 上階単配筋
下階複配筋

※　はD13以上

構造部材

床および屋根スラブ

耐力壁　

非耐力壁

壁梁・小梁

基礎の立上がり部分、基礎梁および

基礎つなぎ梁

最小かぶり厚さ

20mm

30mm

20mm

30mm

40mm

基　　　礎 60mm

部分・基礎梁

基礎つなぎ梁　

鋼製・コンクリ

ート製　　　　

鋼製・コンクリ 鋼製・コンクリ 鋼製・コンクリ 鋼製・コンクリ

部　位 壁・地下外壁
壁梁・がり
ょう・小梁

布基礎 スラブ

数　量
または
配　置

種　類

備　考

幅止め筋D10

基礎梁主筋

(D13以上)

フーチング

捨てコンクリート
敷砂利

壁縦筋

床スラブ

フーチング主筋

150以上

折曲げ不可

曲げ補強筋

打ち継ぎ面

打ち継ぎ面

L
1

L
2

150以上
布基礎2回打ち(フーチングと

　　　　　立上がり部分を分ける)の場合

b

a

a a

b

a

b

b

加工後の全長

加工後の全長

加工後の全長

P
P
以

下 ベース筋

第一ベース筋
(直交布基礎の縁に配置する）

L2以上

L2以上

L2以
上

上・下筋

を読み変える

PP

P
P 配力筋

(交差部まで延ばす)

交差部ベース筋

基礎梁

下端主筋

屋根スラブ

壁梁主筋又は

屋根スラブ交差部補強筋

曲
げ

補
強

筋

立
上

が
り

筋

壁　縦　筋

イ ロ

ハ

L
1

L
2

横
筋

ピ
ッ

チ
P 壁縦筋

幅止め筋Ｄ10
壁横筋3段ごと

P
/
2

床スラブ

180以上

(複配筋)

P
P

L2

L2

L
2

D13以上

D13以上

180未満

(単配筋)

横
筋

ピ
ッ

チ
P

P
/
2

P
P

L
2

鉄筋端の180゜

フックを直交筋に

かけ掛け

イ

鉄筋を90゜(水平)に

曲げ直交筋外側に

回し配筋

ロ

壁縦筋

L2

片側スラブ

両側スラブ

L2

片側スラブ

L2

両側スラブ

L2

片側・両側

スラブ共

P P P PP
P

縦補強筋1-D13以上

横筋　縦筋
縦補強筋4-D13以上

PP

P
P

縦筋D10以上

横筋D10以上

第一縦筋

曲げ補強筋
D13以上横筋(通し筋)

耐力壁

巾止め筋D10-3本ごと

縦補強筋
D13以上

曲げ補強筋Ｄ13以上

横
筋

と
同

径
同

間
隔

P P
L2

P P
L2

P
P

縦筋D10以上

横筋D10以上

L
2

曲げ補強筋

P
P

P
/
2

L
2

PPP/2

第一縦筋 通し筋

L
1

1
2
0
以

上
1
5
0

1
8
0
以

上

P/2 P P

P/2 P P

P/2 P P P/2

調整区間P以下

曲げ補強筋

2-D13以上

第一縦筋 縦筋

第一縦筋D10以上 縦筋D10以上

横筋D10以上曲げ補強筋D13以上

曲げ補強筋2-D13以上

L2

耐力壁の長さ

上階耐力壁補強筋

壁梁主筋

下階耐力壁補強筋

延ばすと

施工がし

やすい

壁梁縦筋

L
1

L
2

L2

e

D 6
≦

絞る

e

＞
e

D 6

壁梁主筋

(通し筋とする）

e

L
2

L
1

ι

ι ι ι

ι ι

L2 L2P P〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

巾止め筋D10-1000＠以下 調整区間P以下

2段筋

2段筋
L1

幅が18cm以上の場合は閉鎖型

腹筋

L2

L2L2 壁梁の範囲

600

6
0
0

600

6
0
0

600

6
0
0

ι＝1200

水平補強筋
1－D13以上

ι＝1200

水平補強筋
1－D13以上

ι＝1200

水平補強筋
1－D13以上

水平定着

水平定着

水平定着

水平定着

L
1

L
2

L
1

L
2

水平定着

水平定着

L
1

L
2

R階

一般階

基礎

2-D13以上 2-D13以上

150 150 150 150 150

無開口の場合壁長の小さい場合壁長の大きい場合

L2

L2

ι＝1200

水平補強筋
1－D13以上

ι＝1200

水平補強筋
1－D13以上

ι＝1200

水平補強筋
1－D13以上

壁シングル配筋

壁ダブル配筋

おさまりA おさまりB

曲げ補強筋曲げ補強筋

壁梁鉛直断面

項　　　　目

　 各加工寸法
　あばら筋、壁梁断面の縦・横筋

　その他の鉄筋

　 加工後の全長

符号
許容差

 (mm)

a,b

a,b

± 5

±10

±15

 ※

 ※

L2

L2 L2

L2

L
1

L
1

L1

L
2

中心を超えて

から曲げる

L
2 6dcba cb

スラブ

補強筋D13以上

あばら筋

8
d

6d

4
d

1 1

P
/
2

P

L1

L2

ート製　　　　 ート製　　　　 ート製　　　　 ート製　　　　

壁式鉄筋コンクリート構造標準図

revisions

date drawn  by checked  by

scale

project  no．consultant

-

-
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上第一横筋に

設置、左右第

一縦筋に設置

程度　　　　

間隔は1.5m　

間隔は1.5m

端部は1.5m

程度　　　

以内　　　

外側梁以外の

梁は上または

下に設置、外

側梁は側面に

も設置　　　

ベース筋のあ
る場合はベー

ス筋にも設置

間隔は1.5m　

程度　　　　

端部・交差部

に設置　　　

断面中央部鉄

筋に設置　　

間隔は1.5m

程度　　　

端部は1.5m

以内　　　

上または下と

側面に設置　

上端筋、下端

筋それぞれ、

1.3個/m程度 

程度　　　  

間隔は0.9m  

片持ちスラブ

には、２箇所

以上連続する

バーサポート

を設置　　　

布基礎の立上り





浅　層　混　合　地　盤　改　良　特　記　仕　様　書

８．施工管理

（１）施工の安定性を確保するために下記に示す項目について施工管理する。

　①形状・寸法

（２）施工の立会い

ものとする。

工　　事　　名

工　事　場　所

１．工事概要

２．一般事項

本地業は本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針　平成14年11月」（（財）日本建築センター、

以下指針という））による。

３．特記事項

９．品質検査

（１）検査対象郡、検査対象層及び調査個所数

表２　調査ヶ所表

（２）合否の判定

　①設計対象層についての抜取り１ヶ所に対して３個の供試体を採取し、その平均強度をその個所の強度とする。

　②一軸圧縮試験は第三者機関で行うものとする。

（３）設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理、施工管理および品質検査を実施する。

４．施工計画

　①地盤概要

　③工事期間及び工程

　⑤施工機器および仮設設備と配置

　⑦施工管理の方法

　⑨各種作業の主たる従事者の組織表

　⑪安全対策

　⑬本工事施工業者及び責任者名

⑫建築請負業者の本工事責任者

⑩施工記録の方法

⑧品質検査の方法

⑥配合管理の方法

工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。

５．配合管理

（１）作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。

　①深さ

　　下部地盤に到達した時に次の事項を確認し管理指標値を決定する。

（３）基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は別途協議する。

６．施工

7．施工機械

（５）固化材と改良対象土を確実に混合攪拌することがでる、施工機械を用いる。

（１）固化材と改良対象土を確実に混合攪拌することができる施工機械を用いる

建築工事の請負者は本地業責任者 及び 施工責任者を定め、両者は本地業の施工中は立ち会う

　③ Xi ≧ Fc　

　　　　　　　Xi：検査対象層より採取した個々のコアの一軸圧縮強さ （材齢7日）（1≦i≦ｎ）（KN/㎡）

 　　　　　　 Fc：設計基準強度（KN/㎡）

　　　　　　　ｎ：コア抜き取り個数

　　　　　　　i ：個々の供試体

（１）掘削深度、掘削範囲等は設計図書による。

　　　配合等について土質や地盤により変更した方が適切と判断される場合は監督員の承認の上に変更することができる。

（２）設計基準強度はFc＝        N/cm^2 （　　　　[kN/㎡]）とする。

（４）セメント系固化材を用いた機械式攪拌浅層混合処理工法の専門工事会社を本工事施工業者とする。

④工事要領（使用固化材・配合）

②工事内容（掘削範囲・掘削深度・改良土量・設計基準強度）

（１）撹拌混合に使用する固化材は一般軟弱土用セメント系固化材とする。

（２）セメント系固化材の配合及び使用量は下記を目安とする。（事前に現状土による室内配合試験を実施し、配合量を決定する）

　①固化材料　：　ジオセット２００同等、ユースタビラー５０同等

　③添 加 量　：　添加量　　　　　㎏/ｍ^3　１５０

（２）必要に応じ監督員の立会いのもとで試験打ちを行う。地盤調査地点など地盤の状況が把握できる地点の近くで試験施工を行い、所定の

②土質・湧水等

　①掘削区画の割り振り ②所定の掘深度まで掘削する。

　③セメント系固化材と混合攪拌する。 ④改良厚さ50ｃｍ以下にて中間転圧を行う。

　⑤改良天端の不陸整正を行う。 ⑥本工事により排出された残土は場内仮置き又は、別途協議し対応を決定する。

（２）所定の施工管理項目を計測できる管理機器を用いる。

（３）改良機本体は、本地業の施工仕様を満足できる施工機器を装備したもので、自走式とする。

（４）転圧機械は、十分な転圧効果が得られる機械とする。

改良範囲　：　改良範囲は基礎底盤から外側へ所定の寸法以上であることを確認する。

掘削深度　：　計測器にで計測し記録する。

ブロック割：　改良範囲のブロック区割りを行う。

　②セメント系固化材材料　　　：　固化材を計量し使用量を記録する。

　③攪拌混合 撹拌混合　：　固化材の色が目立たなくなるまで十分混合撹拌する。

撹拌混合厚：　1層の厚さは50ｃｍ以下とし入念な転圧を行う。

　④下部地盤 支持地盤の確認は地盤調査資料と掘削時の土質確認を目視にて行う。

　⑤改良天端処理 所定の仕上がり高さにするため、施工後適切な時期にバックホウ等で削り取って天端処理行う。

　⑥支持層 本現場の支持地盤は　　　    　　　　　　　　　　　　とする。

　①検査対象郡は1区画を１単位とする。

　②検査対象郡は施工条件、施工規模、検査方法等を考慮し適切に設定する。

　③調査個所数（検査対象郡に対して）

　検査手法 モールド試料 　　ヶ所×３本１

④掘削深度

⑧合格判定結果

工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

９．報告

　①改良範囲の伏図 ②撹拌混合の施工日

　⑦試料の強度管理試験結果

　③掘削の範囲

　⑤撹拌混合・転圧状況 ⑥セメント固化材の配合と使用量

砂質土

三重県伊賀市上野東町

75 750

（砂質土 (含水比：低)  における目安）

(200[kN/㎡]/安全率0.80×3= 750)
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浅層混合地盤改良特記仕様書 
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し、原地盤を固化する方法によって地盤改良を行うものである。

本地業はセメ ント 固化材を用いた機械式攪拌浅層混合処理工法による地盤改良地業である。 この工法は、 セメ ント 系固化材を原地盤と攪拌混合



共通事項

3.

1.

4.

2.

　　　は1FLからの天端レベルを示す。

5.

特記なき地中梁天端レベルは、1FL-200とする。

土間コンGSは厚さ150[mm]を標準とする。

外構の土間コン範囲は意匠図による。

増打ち厚さは意匠図による。

6.
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(セメント系固化材による地盤改良)
設計SGL-2.05[m]まで

浅層混合処理地盤改良工法
耐圧版直下          部分

1階伏図 S=1:100

壁スリーブ
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特記なき1階スラブ天端レベルは、1FL-40とする。
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共通事項
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2.

5.

SP1はWG1に埋め込み形式とする。

増打ち厚さは意匠図による。
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共通事項
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S-009
軸 組 図

壁,梁,スラブ等の増打ち厚さは意匠図による。

設計GL

(セメント系固化材による地盤改良)
設計SGL-2.05[m]まで

浅層混合処理地盤改良工法

1FL
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W3

X1 X2 X3 X4 X5W1

設計GL 1FL

SP1
■-75x75

ﾘﾌﾞPL-4.5x元端180～先端20
縁PLもt4.5(共通)

B.PL-12x125x300,A.Bolt 2-M16
Top.PL-19x200x200, 頭付きｽﾀｯﾄﾞ4-φ20

打込みPL-4.5x90x400
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D13

符　号

断　面

耐圧版断面リスト S=1:30

GS
土間

土間コンクリートリスト S=1:30

注）：敷砂利厚さは100[mm],捨てｺﾝ厚さは50[mm]とする。 注）：下端のかぶり厚さは70[mm]とする。

FS25

主筋方向は建物の短手方向とする.
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date drawn  by checked  by

scale

project  no．consultant

-

1:15(A1) 1:30(A3) 

S-010

RC部材断面リスト(1) 

F1

上端 D13-200@ モチアミ

下端主筋 D16-200@

上端主筋 D16-200@

下端主筋 D16-200@

上端主筋 D13-200@
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下端 D10-200@ モチアミ

2
5
0

1
5
0

下端配力筋 D16-200@

上端配力筋 D16-200@

600
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上端主筋

下端主筋

STP

腹筋

幅xせい

巾止筋

RC地中梁断面リスト S=1:30 注）：敷砂利厚さは100[mm],捨てｺﾝ厚さは50[mm]とする。

断　面

符　号

位　置

注）：下端のかぶり厚さは70[mm]とする。

4-D10

4-D16

4-D16

250x1150

D10-900@

-D10-150@

FG1

全断面
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RC部材断面リスト(2) 
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(4-D13)

端部補強

(4-D13)

位　置

符　号

全て

W20

斜め筋及びワイヤーメッシュは
開口要領に拠る.

壁端部断面リスト S=1:30

符　号
縦筋

壁厚(t)
横筋

配筋

ナナメ筋

端部補強(垂直及び水平断面)

内壁 外壁 タテ筋 ヨコ筋

開 口 補 強

壁配筋リスト S=1:30

および共通でワイヤーメッシュ 6φ-100@x(400x400,4隅)

斜
め
筋

リストの開口補強による

ヨコ補強筋

ヨコ補強筋

タ
テ

補
強

筋

タテ補強筋 斜め補強筋

L1

L
1

L1

L1

開口補強

およびワイヤーメッシュ 6φ-100@x(400x400,4隅)

要　　領

適用開口はb=φ300[mm]までとする。

それ以上は端部補強を適用する,

D13@150
ダブル

200
D10@150
ダブル

2-D104-D13 4-D13 2-D13 2-D10W20
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RC部材断面リスト(3) 

(4-D13)

端部筋

端部筋

ﾖｺ筋の内側に

ﾖｺ筋の内側に

内面:ﾋﾟﾝｶﾄﾞ納まり

内面:曲面納まり
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RC梁断面リスト S=1:30

符　号

上端主筋

下端主筋

STP

腹筋

幅xせい

巾止筋

断　面

符　号

断　面

スラブ断面リスト S=1:30

S16 S20,CS2

WG2WG1

2-D13

4-D19

4-D19

350x700

D10-900@

-D13-150@

2-D13

4-D16

4-D16

250x600

D10-900@

-D13-150@
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S-013

RC部材断面リスト(4) 

CS1
元端t400～先端t200

(4-D13)

S1

SP1: ■-75x75
B.PL-12x125x300

Top.PL-19x200x200
頭付きｽﾀｯﾄﾞ4-φ24(h:100mm)

A.Bolt 2-M16(定着400mm)

t160～中央t230

Top.PLとｽﾗﾌﾞS1下面を面一とし
周囲に目地+シール打ち

頂部補強筋
5-D16-150@ﾓﾁｱﾐﾀﾞﾌﾞﾙ添え
長さ800

SP1頂部には頂部補強筋を添える
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200xせい(350～中央200)

D10-900@
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天井仕上小壁

下端主筋 D10-150@

上端主筋 D13-150@
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上端主筋 D13-150@
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上端主筋 D13-150@
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4
4

材料及び検査

工作一般

高力ボルト接合

溶接接合

（イ）

（ロ）

技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする｡

溶接技能者は施工する溶接に適応する　JIS Z 3801（手溶接） 叉は JIS Z 3841（半自動溶接）の溶接

ア－ク手溶接(MC)

（ハ）

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接(NGC)

（イ）

（ロ）

仮付不良

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

1.一般事項

（イ）

（ロ）

（ハ）

（へ）

（ホ）

塗装

(3)

(5)

(f)

(d)

(e)

(c)

(a)

(a)

(b)

(4)

(b)

(b)

(c)

(a)

(c)

(2)

(a)

(1)

以上
断面

（使用箇所に注意） 25(2) 部分溶け込み溶接

722 11B

溶接棒角度θは30°～40°とする

9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

フレア－溶接長は、綱板に接する全長とするコンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、コンクリ－トと一体とする設計仕様

になっている部分は、塗装をしない｡

プレ－ト
825 12

根巻の場合

4＞t 19Ｇ=0～ 2

両側に補強すみ肉溶接を付加する

両側に補強すみ肉溶接を付加する

≦

12

f≧0.5mm（ただし、t≧15mmのとき4mmとする）

AAG( )内はGCでF・Hの場合

裏あて金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上とする｡

スカ－ラップ半径は３０～３５ｍｍと１０ｍｍのダブルアールとする｡

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監督員の確認を励行し、部材に

スカ－ラップ
裏当て金

叉、開先部をいためない様に、養生を行なう｡

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する｡

裏はつり

確認マ－クをつける｡

r35
r10

r=30～ 35

但し梁成が
の場合のスカ－ラップは
r=20㎜

r ㎜

とする

未満D=150㎜

G
θ

（ニ）ノンスカラップ工法

θ：開先角度

φ

(4) フレア－溶接

Ｋ形の場合

8

Ｇ：ルート間隔

7

開先面

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを

溶接終了後、母材より１０mm 程度残し切断して、グラインダ－仕上げとする｡

プレス綱板タブ、固形タブ等の使用については、資料を提出して工事監督員の承認を得る｡

Ⅰ）

エンドタブの長さは、ＭＣ：３５mm以上、

エンドタブの材質は、母材と同質とする｡

ＮＧＣ、ＧＣ：４０mm以上 とし、特記のない場合は

取り付ける｡

Ⅱ）

Ⅲ）

Ⅳ）

エンドタブ

t

完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

裏はつり側にする

エンドタブ

溶接施工

仮付溶接

f

㎜以上35
かつ 以上2t

Ｒ

6

t1Ｒ≦2

t

S
θ

4.5

S

4

6

5
13

φ

9

8

B

7

寸法

19 10

16 9

(mm )

F・V

LL
25mm

Ｇ

以上

59
9 8

6

L

5

35 9t 19

溶接姿勢

19
≦ ≦
t ＞ 35 9

12

mmt

6 t＜ ＜

θ G

45 6

t1
MC NGC

5
8

L

5

G

45
35

θ

45

6 9
9 9

t1

6 6

GC

a
t1

（裏はつり後溶接）

2

t

Ｇ=0～ 2

f
θ

t2

19＜ mm

溶接姿勢

t 6＜

Ｇ=0～ 2

t

F・V

t
f = t/4

削り面

θ=60

=45θ

t

溶接姿勢

＞a

1
5

平継手で板厚が異なるとき

F・V

=60

（平継手　Ｔ形継手）

両側に補強すみ肉溶接を付加する

Ｇ=0～2

25mm
補強すみ肉溶接を付加する

溶接姿勢

上向　Ｏ

仮付位置

良 仮付不良

組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

立向　Ｖ下向　Ｆ 横向　Ｈ

良 5

4

炭酸ガスア－ク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計

ア－クエア－ガウジング(AAG)

ガスシ－ルドア－ク半自動溶接(GC)

ア－クエア－ガウジング機（直流）

交流ア－ク溶接機 300A～500A

溶接方法

サブマ－ジア－ク溶接機一式

（ニ）

（ホ）

（ヘ）溶接棒乾燥機

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない｡

溶接技能者

溶接機器 (3) 完全溶込み溶接

3

θ2

θ=45 (55 )

t t
t

Ｒ 2≦

f

f
2/3
1/3

1

3
2

f = t/4

t
t

≦t

12＜

4＜

4

19≦

12≦

Ｔ形突合せ継手余盛

＜

溶接姿勢

t≦

＜

6 t≦

t
Ｇ

Ｒ 2 t≦

f

θ

16
以上

t1L
12 t≦

6 5

Lt1

f = t/4

12 45 6

θmm

5 456

t1 L θ
GC

6

9 8
F・V

35 9 9 8 35 9

19 35 9 9 8 6 9 845
30以下

型

40以下

溶接材料

40以下

40以下

（裏はつり後裏溶接）

2≦ tＲ

f

f

=45θ

溶接姿勢

t

F・V

6 <t <19mm

f = t/4

t/3Ｄ1 ≧
Ｄ1 Ｄ1

Ｓ

=0Ｇ
=60θ

Ｓ

t

t1

㎜16

㎜t/4

溶接姿勢

≦t1t

tt

Ｓ≦ ≦10

両側に補強すみ肉溶接を付加する

F・V

＞

80以下

15
0以

下

スカラップ部分は

※

※

※

4
44

※

平面詳細

※

回し溶接する

※

※

A 断面図A

θ

Ｂ．Ｈ方式

250以下

350以下

350以下

350以下

t フランジが柱のＲに

＞柱フランジのプレ－ト厚

接しないこと

t
θ＝75 ～ 105

エンドタブが互いに
あたらぬこと

25以上かつ

〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する〉
　ダイヤフラムは、SN490Cの鋼材を使用する事。
　ダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の2サイズアップとする事｡

柱が途中で折れる場合
及び梁成が異なる場合

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

大梁が斜めの場合
は溶接と添板の内
側板に注意のこと

（通しダイヤフラムとする）

内ダイヤフラム

2.溶接規準図

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監督員の承認を得る｡

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する｡

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による｡

高張力綱のひずみ矯正は、冷間矯正とする｡

構造設計仕様による｡

1

隅肉溶接(1)

≦t 16mm

7tＳ t1 Ｓ

Ｓ

t2

Ｓ

12

8～ 10以下 11～ 13

厚とする

76 10

余盛は(1+0.1S)mm以下とする

但し片面溶接の場合はＳ=tとする

軸力が加わる場合のＳは母材と同

tはt1、t2の小なる方とする

14～ 16

ル－ト間隔　Ｒ注 余盛　Ｇ)  : f : ｍｍ単位: 脚長 ):フェ－ス　Ｓ   (

ＢＯＸ型

の角のＲに接しないこと
内ダイヤフラムの場合は柱

以
上

10
0

断面図

ガス抜き

回し溶接とする
スカ－ラップ部分は

φ＝20

以
上

25

梁フランジは通しダイヤフラムの

t

厚み(t)の内部で溶接する事。

平面詳細

鉄 骨 構 造 標 準 図 (1)

revisions

date drawn  by checked  by

scale

project  no．consultant

鉄骨構造標準図(1)
S-014

構 造 特 記 仕 様 書 

-

上野東町ポケットパーク整備工事

適用範囲は、 鋼材を用いる工事に適用し 、 かつ鋼材の厚さ が100mm以下のも のと する｡

MC NGC
G G

tのど厚mm 余盛の高さmm

≧19mmt

4mmの場合

（裏はつり後溶接）

鋼材種別による溶接条件

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

JIS Z 3211,3212,3214

YGW-11,15

YGW-18,19

YGA-50W,50P

JIS Z 3212,3214

YGW-11,15

YGW-18,19

YGA-50W,50P

入熱(kJ/cm) パス温度差(℃)

仕口部プレートの材質は、取り合う柱・梁部材と同等以上とする｡
仕口部プレートの寸法は、取り合う柱・梁部材の最大厚のプレートと同幅・同厚以上とする｡

4

4

4

1

1
7

A A

7

7

7

7

AA
4

4

1

4

1

1

4

4

1

1

4

7

7
1

1

4

1

4

1

4

1

4
4

1

1

44

A

4

4
4

1

A

1

3

1

1

3

1
1

3

1

4
4



d1

せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

以下600

(2) 羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とするハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

Ft1

ハンチ起点は避ける
フィラプレ－ト併用のことW   Wt1- t2 ≧

Ft1-Ft2
1mm

Ft2

(1) e1、e2が確保されていれば形状は自由でよいが、承認を受けること注）

以下300

70(90)

Ｂタイプ

N1-

(JIS規格品とする…JIS A 5540…1982／5541,5542…1983)

e e ee

5

（片側）

PL-(

フランジ及びウエブ厚の差のある場合ハンチ部の継手(4)

リブプレート

Ft1

符号 部材

3)

ee

N1

e

PL-(

e
p

p

Wt2Wt1

Ft2

ウエブフランジ

径 PL-(3)PL-(1) 2) N1- 径N2-

PL-(

PL-(

2)PL-(

ee

1)PL-(
2)PL-(

N2（片側）

2)

3)

(6) 鉄筋ブレ－ス

(a) 羽子板ボルト

e

圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

5剛接合継手リスト(3) p

符号

1ＴＹＰＥ-1

タイプ 部材

ピン接合梁継手リスト

(2)

(3)

(2)

1

p
e

e
p

10 e 10 e

PL-(p 1)PL-( 1)

部材符号
2)1)PL-( PL-(

フランジ

ee

ep ep

p pee

1)PL-(

N-径

ＴＹＰＥ-2
1)PL-(

PL-(2)PL-(1)

10ee

e
e

p

10e ee

N
（片側）

2)PL-(
1

N

PL-(1)

L e L

P
L

-(

ep

N2 P
L

-(
3)1)

e
ep

B≦150

1)PL-(

P
L

-(

N2

P
L

-(
P
L

-(
3)1)

2)

35以上
B≦300

40

2)PL-(2) PL-(3) PL-(

140150 40 (90)70

PL-(3)

100,130,150

あて板（非金属）

≦

1

1

PL-1.6

50-400

e

PL-3.2

1
50-400

PL-50*6

1e L-50*50*6@

PL-1.6

50-400 1

Ｌ形鋼
50-200

650 30

50

梁上切断の場合

スラブ端部の補足材

e e ee

補足受材

35≧e e mm e

あて板（鉄板）

e

50-400
1

1

プレ－ト補強（片面又は両面）

パイプ補強（小径の場合）

D

600

1

φ

1

リブプレ－ト補強

パイプとプレ－ト補強（片面）

1010
1

1

であれば無補強でもよい

計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い

φ2

1

1

梁貫通補強

φ≦0.5D

φ≦0.1D

(10)

φ

1010

φ

22.2 34.9 9.5

PL-6

15

中ボルト

梁上通しの場合

受梁へのかかり寸法及び端部処理

径径 3)PL-(

ウエブ

N2-

4

1

4

Ｃタイプ

水平ブレ－ス

既成品面戸（鉄板）折曲加工

16φ=@200
ア－クスポット溶接

d

デッキプレ－ト

梁との溶接及びコネクタ－

Ａタイプ使用は

1

4

以上35

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス

柱D=250mm
以下とする

(7)

Ａタイプ

4

S

S
(1)FB-65*PL-P3eL

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

t

R

L

t

8
1e

3e

e
8

d1

長さ

R
1
R

2
e

30

1

PL-(1)

1

@
≒

  6
00

N

（JIS1998）

T

d L

頭付きスタッド

D
呼び名形状

(9)

50,80,100,130

16.0 29.0

12.7 25.4

22.0 35.0

19.0 32.0
19.0 31.7

15.8 31.7

10.0

10.0

10.0
9.5

7.9

7.9

80,100,130

80,100,130,150

スタッド材の標準形状・寸法

13.0 22.0 10.0

mm mmmm

溶接後の長さＬ

mm

鉄骨梁

シ－リング材

M16 ボルト止め構法

ＡＬＣ壁パネル

横壁構法

カバ－プレ－ト構法

ＡＬＣ壁パネル

シ－リング材

フックボルト12φ 12φフックボルト

鉄骨梁

鉄 骨 構 造 標 準 図 (２)

ボルト穴径・最小縁端距離

引張材の接合部で応力方向にボルトが 本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

ボルト 最小縁端距離

M20

M24

M22

M16

呼　び

(1)注）

34

44

38

28

5022

6026

24 55

18 40

(2)(1)穴　径

ボルトピッチ（ ）

3. 継手規準図、その他
(1) Ｐ 、

ピッチ（ P ）(e)

標　準

50

60

55

40

最　小

26 40

30 45

28 40

22 40

(3)
(2)(3)

3

の標準

60

70

60

60

( )ｍｍ

P
L

-(

P
L

-(

45
45

内

e
10L

e
p

p
e L

P
L

-(
外

N1

e
p

p

1)

e
10

e
e

e

内

e
10L

e
p

p
e

N1

外
P
L

-(

e
p

p

1)

B1=300

B2 B2

2)B1

B1≦250

柱継手リスト(5)

B2 B2
B1

B2B2

2)B1

B1=350(400)

L

（形鋼、平鋼等）(b) ブレ－ス

80

110

170

140

100

200

内
1)

300

400

350

P
L

-(

N1

外

250

70

60

B2

175

P
L

-(
2)

150

B1

符号

羽子板ボルト

e2

d 長さ

形鋼ブレ－ス

L

部材 PL-(1) 径N-

ＡＬＣ板取付要領(8)

鉄筋

挿入筋構法

シ－リング材

縦壁構法

ＡＬＣ壁パネル

スライド構法

シ－リング材

スライドハタ金物

鉄骨梁 鉄骨梁

以上L-65Ｘ65Ｘ6

9φ 　L＝ 1000

ＡＬＣ壁パネル

9φ　 L＝ 1000

L-65Ｘ65Ｘ6

鉄筋

以上

M22M20 M22 M20M16M12 M16ねじの呼び

本数 11 11 21 2

2種高力ボルト

32.5ｅ 192 25 25( )
平鋼製

最小

ｅ3

L

t

穴心のあき（最小）

（最小）溶接長さ

ボルト端から取付ボルト

板厚

取付ボルト
(2)

種類

66

75

9

JIS B 1186

47

40

4.5

52 59

50 55

6 6

10.9JIS B 1180 中8g

R

S

t

ｅ2

ｅ1

調整ねじの長さ
取付ボルト穴径

へりあき

板厚
へりあき

最小
切板製

( )

（最小）はしあき

+0. -0.5mm許容差

(1)

(1)

(2)

21.5

150115

13

100

17 17

125

9

34

50

4.5

22

6 6

28 28

35 40 45

ねじの呼び(d)

最大

最小
軸径 d1

M20M14M12 M16

18.33

18.1112.46

12.6510.81

10.64

14.65

14.46

4537.5 37.5

83

95

12

  (F10T)  

73 70

85 85

9 9

叉は

200

12

45

55

23.5 21.5

165 175

9 9

38 38

55 50

23.5

M22 M24

20.33 21.99

20.11 21.77

27.67

27.42

M30

設計図による

設計図による

設計図による

設計図による

ひび割れ補強筋

φ=300 : せい600に対して　補強 2PL-19×500 (両面), せい500の小梁に対して 2PL-19×430 (両面)

φ=250 : せい500に対して　補強 2PL-19×430 (両面)

φ=125 : 補強 2PL-9 (両面)

φ
2

φ≦100 : 補強PL-12 (片面)φ=150 : 補強 2PL-12 (両面)

φ=200 : 補強 2PL-16 (両面)

revisions

date drawn  by checked  by

scale

project  no．consultant

鉄骨構造標準図(2)
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上野東町ポケットパーク整備工事

注）　現場溶接部は超音波探傷試験を100％行う
注）　B=200～ 250のN2は2列並びとする

また、 上端にはD10-200@を全面に配すること （ 断面リ スト による） 。

鉄骨柱廻り : 各辺に 2-D10(L=700[mm])ずつを配する。

タテカベプレ－ト

ア 6

受け金物 ア 6

カバ－プレ－ト ア 2,3

φ13ｍｍ

φ16ｍｍ

φ19ｍｍ

φ22ｍｍ

軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ

下記のPL補強あるいはOSリ ング工法（ BCJ評定-ST0135-09） 同等と する。



(2)地中埋設配管　　●硬質塩化ビニルライニング鋼管　SGP-VD　●耐衝撃性硬質塩化ビニル管　HIVP　　　　　　　　

１．工事場所

２．建物概要

建　物　名　称 構　　　　造

３．工事種目（●印の付いたものを適用する）

階　　　　数 延べ面積（ m 2 ）

（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

冬季

温度(DB) 湿度(RH)

％Ｃ
％

○　保温及び消音
  　内貼り

●
換
気
設
備

仕様書

○　設 計 温 湿 度

Ⅰ　工事概要

％Ｃ
％

●
浄
化
槽
設
備

 分別解体の方法

工　　程 作　業　内　容

建築設備工事 ○手作業

特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

(1)ステンレス鋼管の接合は、下記による。
   ●呼び径 60Su 以下（　拡管　　　　　　　　）
(2)溶接部の非破壊検査　○不要　　○要（検査の種類：　　　　抜取率　　　％）

○
排
煙
設
備

(1)機器の据付及び取付け
   設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質
   量）に、地域係数 1.0 及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

(2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の 1/2 とする。

○増築 ○あり
○なし

〇　鋼 板 製 煙 道

屋上及び塔屋

中間階

地階及び１階

上層階、

機　器　種　別

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器

機　　　　器
防振支持の機器
水 　槽　 類

2.0
2.0
2.0

1.5
2.0
1.5

1.0
1.5
1.0

1.5
1.5
1.5

機　　　　器
防振支持の機器
水 　槽　 類

機　　　　器
防振支持の機器
水 　槽　 類

1.0
1.0
1.5

0.6
1.0
1.0

重要機器 一般機器

○特定の施設 ●一般の施設

1.5
2.0
1.5

1.0
1.5
1.0

0.6
1.0
1.0

1.0
1.5
1.0

0.6
1.0
0.6

0.4
0.6
0.6

○修繕
○模様替

４．指定部分　　○無
　　　　　　　　○有

５．設備概要（●印の付いたものを適用する）

Ⅱ　工事仕様
１．共通仕様

１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の標準仕様書等による。

　　ただし、●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

　　　●公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成　　年版）（以下「標準仕様書」という。）

　　　●公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成　　年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　●公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成　　年版）（以下「標準図」という。）

２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を

　　適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　/　）図、建築工事の特記仕様書は（　/　）図による。

２．特記仕様
項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

○新築

(1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

●低圧ダクト（　○コーナーボルト工法（長辺の長さが 1,500mm 以下の部分）
　　　　　　　　○アングルフランジ工法　）とする。
○高圧1ダクトの適用範囲は図示による。
○厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3編2.2.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚
　いものを使用する。（範囲は図示による。）

公衆便所

○空気調和設備

●換気設備

○排煙設備

○自動制御設備

●衛生器具設備

●給水設備

●排水設備

●給湯設備

●消火設備

○厨房設備

○ガス設備

●浄化槽設備

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

○空冷ヒートポンプ方式（個別）、ファンコイルユニット

○

○電気式　　○電子式　　○デジタル式

ポンプ排水　●有（●汚物　　○雑排水　　○雨水　　○湧水）　　○無

一式一式一式一式一式

・上層階とは、2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層 2 階、
　10～12階建の場合は上層 3 階、13階建以上の場合は上層 4 階とする。
・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの。
・重要機器は次のものを示す。
　　○給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　○排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　○換気機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　○空調機器（防振ゴム、振れ止め　　　　　　　　　　　　　　）
　　○熱源機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　○防災設備（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　○監視制御設備（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　○危険物貯蔵装置（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　○火を使用する設備（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　○避難経路上に設置する機器（　　　　　　　　　　　　　　　）

○都市ガス（種別　   ，高位発熱量　    MJ/Nm3，低位発熱量　    MJ/Nm3

　　　　　　供給圧力　　　　Pa，供給事業者名　　　　　　　　）

方式及び種別

空調方式

自動制御方式

給水方式

排水方式

消火設備の種類

ガスの種類

主要熱源機器

設備概要

○タンク方式（○高置タンク方式　○ポンプ直送方式）
●直結方式　（●水道直結方式　　○水道直結増圧方式）

建物内の汚水と雑排水（　○合流式（　　系統）　●分流式　）

建物外放流先

(1)汚　水　○直放流下水管　●浄化槽
(2)雑排水　○直放流下水管　●浄化槽

○屋内消火栓設備　　○スプリンクラー設備　　○泡消火設備

○連結散水設備　　○連結送水管　　○不活性ガス消火設備（　○　　　　）

測定対象室及び箇所数は次による。

※改修の場合は既存概要を示す 

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

●風圧力

　風速（ V  ＝ 34m/s ）

　地表面粗度区分（　　Ⅲ　　）

○積雪荷重

　建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

1）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の

　　推進に関する基本方針（平成28年2月閣議決定）」による特定調達品目の場合は、判断

　　基準等を満たすものとする。

2）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

 　次の①から④を満たすものとする。

　 ①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

 　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

 　　塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

 　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使

 　　用する。

　 ②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使

 　　用する。

　 ③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－n－プチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシル等を含

 　　有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　 ④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒ

 　　ド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用し

 　　たものとする。

3）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

 　次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

 　を指す。

　 ①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

 　　発散建築材料以外の材料

　 ②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 ③建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 ④建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(1)本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品
   質及び性能を有するものとする。
(2)別表－1に機材等名が記載された製造業者等は次の①から⑥すべて事項を満たすものとし、
   この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面
   を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証
   明となる資料等の提出を省略することができる。
   ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
   ②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
   ③安定的な供給が可能であること。
   ④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
   ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
   ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

事前調査　●本工事　　○別途
　　　　　　調査内容　　調査項目　●既存資料調査、現地調査
　　　　　　　　　　　　調査範囲　●インフラ調査

はつり作業及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員
に報告する。

●別契約の関係受注者とも協議調整したものは無償で使用できる。
○本工事で設置する。
　○内部足場（　○　種　○　種　）　○外部足場（　○　種　○　種　）
○電気設備工事　　○建築工事　　で設置する。

●　工事用仮設物

○　建設発生土の処理 〇構内敷きならし　　〇再利用を図る

●根切り土の中の良質土（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）
●山砂の類

機械設備工事機材承諾図様式集（平成28年版）によるほか、監督職員の指示による。

●本工事　　　　○別途
　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）
　　●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定
　　○室内気流及びじんあいの測定　　○騒音の測定　　○飲料水の水質の測定

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造
者規格による標準品としてよい。

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版
（独立行政法人建築研究所監修）」による。

(1)地中埋設標　　　●要（図示による）　　○不要
(2)埋設表示テープ　●要（排水管を除く）　○不要

既設配管を含む部分の試験
○不要　　●要（方法及び圧力：標準仕様書又はメーカ推奨方法）

○多湿箇所（天井内共）は下記による。
　○浴室（ユニットは除く）　○脱衣室　○厨房（天井内は除く）○
○共同溝内の保温は、標準仕様書第２編の施工箇所（　　　　）とする。

下記の配管、ダクト等は、塗装を行う。
○屋外露出（　　　　　　　　　）
○屋内露出（　　　　　　　　　）

放射線透過試験等による埋設物の調査を行う。
範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

電線及びケーブルの規格は、標準仕様書第4編1.5.1　表4.1.11による。

本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月31日法律第
104号）の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な
処理を行う。ただし、工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い場
合は監督職員と協議する。
　分別解体・再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。
　　1)再資源化等が完了した年月日
　　2)再資源化等をした施設の名称及び住所
　　3)再資源化等に要した費用

(1)ばいじん量測定口、伸縮継手及び掃除口の位置は図示による。
(2)鋼板厚（　○3.2mm　　○4.5mm　）

○　ダ　ク　ト ○低圧ダクト（　○コーナーボルト工法（長辺の長さが 1,500mm 以下の部分）
　　　　　　　　〇アングルフランジ工法　）とする。
○高圧1ダクトの適用範囲は図示による。

○　風 量 測 定 口 取り付け位置は図示による。

○　チ ャ ン バ ー (1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
(2)空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内
   貼りしたチャンバーには、点検口を設ける。なお、大きさは図示による。
(3)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないよ
   うに施工する。

○　ダ　ン　パ　ー (1)防煙ダンパー　　　復帰方式　遠隔復帰式（定格入力は DC24V、0.7A 以下とする）
(2)ピストンダンパー　復帰方式　遠隔式

○　配　管　材　料 (1)冷温水管　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）
(2)冷却水管　　　　○
(3)油管　　　　　　○
(4)膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管　　○
(5)空調用排水管　　○硬質塩化ビニル管　VP
(6)冷媒管　　　　　○保温付被覆銅管

○　弁　　　　　類 ○図示による。（図面に特記の無き場合の呼び圧力は、JIS又はJV 5Kとする。）
○ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

○　油面制御装置 油面制御盤には、標準仕様書によるほか、（　○遠隔警報　　○電磁弁制御　　○　　）
の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様
とする。

○還りダクト（保温の厚さ 25mm、範囲は図示による）
○外気取り入れ用ダクト（保温の厚さ 25mm、範囲は図示による）
○膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の
　温水管の項による。
○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による。
○空気調和機、ファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水
　管の項による。
○冷媒管の保温外装は次による。
　　屋内露出箇所（　○樹脂カバー　　　　　　）
　　屋外露出箇所（　○ステンレスラッキング　）

〇　風 量 測 定 口

●　ダ  　ク 　 ト

取り付け位置は図示による。

○　ダ  ン  パ  ー 空気調和設備の当該項目による。

●　シールする排気
　　ダクトの系統

○厨房系統　○浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統
○

○　チ ャ ン バ ー 空気調和設備の当該項目による。

○全熱交換ユニット用の外気取入れ用ダクト（保温の厚さ 25mm、範囲は一次側）
○多湿箇所（保温の厚さ 50mm、範囲は図示による）
○（○厨房　○給湯室）の隠ぺい箇所の排気用ダクトの保温の仕様は、ｈ・（イ）・Ⅸとし、
　 範囲は図示による。

○　ダ　　ク　　ト ○亜鉛鉄板　　○鋼板

○　排煙口の形式 図示による。

○　排煙口開放及び
　　復　帰　方　式

○電気式（遠隔操作　　○要　　○不要）

建築設備定期検査業務基準書平成 20 年版（（一財）日本
建築設備・昇降機センター）の排煙風量の検査方法に準ず
る。

○　中央監視制御装置 ○有り（○新設　　○既設）　○無し

○　中央監視制御装置
　　の構成・機能

（　／　）図による。

○　電気計装用配線 使用する電線及びケーブルは原則として EM 電線又は EM ケーブルとする。
屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

○設ける（ピット内は除く）　　○設けない○　和 風 大 便 器
　　耐 火 カ バ ー

●　衛生器具ユニット ユニットの配管材料は図示による。（多機能トイレユニット）

(1)量水器までの給水引込管（水道直結配管）は水道事業者の指定（　○　　　　　　　）
　 による。

(3)一般配管　　　　●硬質塩化ビニルライニング鋼管　SGP-VB　　　　　　　　　

●　配　管　材　料

●　量　　水　　器 ●親メーター（貸与品）（　●直読式　　○パルス式　）
○子メーター（買取り）（　○直読式　　○パルス式　）

●　量　水　器　桝 ●水道事業者指定品（　○貸与品　　●買取り　）　　○標準図 MC 形

●　弁　　　　　類 ○図示による。（図面に特記なき場合の呼び圧力は、JIS 又は JV 5K とする。）
○ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分（　●600mm　　○ 　　　）
その他の部分は、（　○300mm　　○   　 ）以上とする。

○　引込納付金等 ○本工事　　○別途

●　配　管　材　料 (1)屋内　汚水管　　○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管　VP
   　　　雑排水管　○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管　VP
   　　　通気管　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）　　●硬質塩化ビニル管　VP
   　　　ポンプアップ管　　　●硬質塩化ビニル管　VP
(2)屋外　第一桝まで　　　　　○
   　　　桝間　　　　　　　　○硬質塩化ビニル管　VP　　○

○　台 所 流 し 等 の
　　排 水 管

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより 1 サイズアップとする。
台所流し等の床上露出の部分の配管は、リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管
（RF-VP）でもよい。
洋風便器、小便器、洗面器及び掃除流しの接続管はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル
発泡三層管（RF-VP）とする。

○　満 水 試 験 継 手 取り付け位置は図示による。

○　放 流 納 付 金 等 ○本工事　　○別途

○　配　管　材　料 (1)給湯管　　●給水用ステンレス鋼管
(2)膨張管　　○

○　弁　　　　　類 ○図示による。（図面に特記なき場合の呼び圧力は、JIS 又は JV 5K とする。）
○ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

○　配　管　材　料 (1)屋内消火栓　　　　一般配管　○　　　　　　　地中配管　○
(2)連結送水管　　　　一般配管　○　　　　　　　地中配管　○
(3)スプリンクラー　　一般配管　○配管用炭素鋼鋼管　　地中配管　○

○　保　　　　　温 屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5表2.3.5のe2・(ハ)・Ⅶによる。

○　配 管 材 料 ○都市ガス　　ガス事業者の供給規定による。
○液化石油ガス　　(1)一般配管　○　　　　　　(2)地中配管　○

○　充 て ん 容 器 別途（　○50kg　　○　　　）×　　本

○　集 合 装 置 標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本立て。

○　転 倒 防 止 標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（　○（a）　　○（b）　）による。
また、容器用固定具は鋼製（溶融亜鉛めっき仕上げ）とし、鎖はステンレス製とする。

○　メ ー タ ー ○親メーター（貸与品）（　○直読式　　○パルス式　）
○子メーター（買取り）（　○直読式　　○パルス式　）

○　電 気 防 食 ○要　　○不要

○　引 込 負 担 金 等 ○本工事　　○別途

●ユニット型　　○現場施工型

●　仕　　様　　等 図示による。

○　保　　温　　材 保温材は、配管・ダクト等より分離する。

○　支 持 金 物 等 ダクト・配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

○　石 綿 含 有 品 石綿含有分析調査　　○本工事　　　　○別途
撤去方法　　　　　　○図示による　　○

○金属類（　○機器類　　○ダクト　　○配管　　○その他の金属　）の処理は
　（　○物品管理者に引き渡し　　○構外搬出適切処理　）とする。
○特別管理産業廃棄物（　○　　　　　　○　　　　　　　）の処理は
　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。
○石綿含有産業廃棄物（　○配管用成形保温材　　○フランジ用ガスケット　）の処理は
　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。
○上記以外のもの（　○　　　　　　○　　　　　　　）の処理は
　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

○本工事　　○別途
冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第3編2.4.3により、次の書類を
監督職員に提出する。
　○フロン回収行程管理票の写し
　○特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

○　冷媒（フロン類）
　　の　　回　　収

●　電　動　機

●　容量等の表示

●　耐　震　措　置

●　地中埋設標等

●　配　　　　　管

●　試　　　　　験

〇　保　　　　　温

〇　塗　　　　　装

○　非 破 壊 検 査

○　天井仕上区分

●　他工事又は他工種
　　との取り合い

●　電　　線　　類

〇　特定建設資材
　　の処理

○　室内空気中の化学
  　物質の濃度測定

測定対象室 箇所数

●　監督職員事務所

●　管の地中埋設深さ

○　排煙風量測定

○　保　　　　　温

夏季

ＣＣ

Ｃ

Ｃ
％
％

Ｃ
Ｃ

％

％

一　般　系　統

屋内（調整目標）
外　　　気

   分　　類 　　　受け入れ場所 　　搬出距離

構内につくることが（　●できる　　○できない　）

●設けない
○設ける　○既存の建物内の一部を使用する　○構内に設置する〈○10　○20〉㎡ 程度

所在地再資源化等をする施設の名称特定建設資材廃棄物の種類

○ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ

○木　　材

○ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る建設資材

○ｺﾝｸﾘｰﾄ

分　別　解　体　の　方　法

○手作業、機械作業併用

図面に特記なき場合は、工事区分表による。
ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議する。

章 項　　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

備    考
建築基準法による

別表第一の区分
消防法施行令

２８

２８

２８

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別
屋　　外公衆便所

○液化石油ガス

●　適　用　区　分

●　環境への配慮

●　総 合 調 整

●　足 場 そ の 他

●　施　工　調　査

●　材料・機材の
　　品質等

建物別及び屋外

工 事 種 目

●　埋戻し土・盛土

●　機材の承諾図

○　発生材の処理

●　型　　　　　式

●
排
水
設
備

○
消
火
設
備

●
一
般
共
通
事
項

○
空
気
調
和
設
備

○
自
動
制
御
設
備

●
衛
生
器
具
設
備

●
給
水
設
備

●
給
湯
設
備

○
ガ
ス
設
備

○
撤
去
工
事

○　建物導入部配管 標準図（建物導入部の変位吸収配管要領）の（　○（a）○（b）○（c））による。

標準図（建物導入部の変位吸収配管要領）の（　●（a）○（b）○（c））による。●　建物導入部配管

標準図（建物導入部の変位吸収配管要領）の（　○（a）○（b）○（c））による。○　建物導入部配管

●　電源周波数 60Hz

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項伊賀市　上野東町2946番地　外２　地内

ＲＣ　造 地上１階,地下-階 建築特記による

○撤去工事

　　　　　km

0

【メーカーリスト】

　換気機器

　衛生器具

①三菱電機 ②パナソニック ③東芝

①ＴＯＴＯ ②ＬＩＸＩＬ

新設

非接触センサータイプ●　衛生器具

新設

新設

新設
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Ｍ－０１
特記仕様書

A1:N/S　A3:N/S

建築特記による

新設 一式 一式 一式 一式 一式

新設

上野東町ポケットパーク整備工事

上野東町ポケットパークトイレ整備工事
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Ｍ－００２
換気設備　機器表・平面図

A1:1/50　A3:1/100

　機 　器 　表

φ V kW 起 動
設置場所記　号 機　器　名　称 仕　　　　　様

電　 気　 60Hz
台 数

備　　　　考

特　記　事　項

１・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）平成２８年度版（・適用　●適用外）

２・天吊型送風機には形鋼架台に防振材（呼称番号2番以上はゴム（絶縁効率80％以上）、

　  呼称番号3番以上はスプリング）を介して取り付けるものとし、ストッパーはボルト形とする。

３・送風機はベルト駆動とする。ただし、羽基準外形250φ（呼び番号 1 1/2)以下の遠心送風機は電動機直動式でもよい。

４・床置形送風機は防振基礎とする。（絶縁効率90％以上）

５.特記のない送排風機の材質は鋼板製とする。

６.フランジ方式の場合は、ダクト接続用フランジを付属とする。

７.居室の換気機器は「24時間換気」とする。

８.屋外設置形の架台は溶融亜鉛メッキ仕上とする。

ＦＥ－１ 排　風　機 形　　式：有圧扇 1 100 0.13 L-S 1 1F 一便所

仕　　様：350φ×900ｍ3/h×70Pa

付 属 品：ﾀｲﾏｰ、風圧ｼｬｯﾀｰ、取付枠、他標準付属品一式

ＦＥ－２

中間取付ダクトファン 型　　式：中間取付ダクトファン 1 100 0.01 L-S

仕　　様：100φ×50m3/h×50Pa

付 属 品：ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、天吊金具､他標準付属品一式

ＦＥ－３

天井埋込型換気扇 型　　式：低騒音形 1 100 0.82 L-S 1 1F

仕　　様：150φ×450m3/h×80Pa

付 属 品：ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、天吊金具､他標準付属品一式

ＦＥ－４

排　風　機 1 100 0.13 L-S 1 1F 一便所

1F 一倉庫1 V-12ZMC 

一倉庫 VD-23ZLX 

EWF-35DSA

EA 150φ

FE

3

FE

4

EA 100φ

EAG

ガラリ

1EAG

Q: 500

BOX

3m /h

1200ｘ250

1300×300×300H

FE

1

FE

2

EA 250×250

EA 250×250

BOX400ｘ400ｘ400

BOX400ｘ400ｘ400 建築ガラリに接続建築ガラリに接続

FE

1

FE

2

仕　　様：350φ×900ｍ3/h×70Pa

形　　式：有圧扇 EWF-35DSA

付 属 品：ﾀｲﾏｰ、風圧ｼｬｯﾀｰ、取付枠、他標準付属品一式

上野東町ポケットﾊﾟｰｸ整備工事
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Ｍ－０３
給排水衛生設備　器具表

A1:N/S　A3:N/S

記　号 機　器　名　称 仕　　　　　様
電　気　 60Hz

φ－V V kW 起動
台数 設置場所 備　　　　考

　　機　　　器　　　表

付属品　：止水栓、開放式排水ホッパー､他標準付属品一式

仕　　様：飲雑両用、25L、ウィークリータイマー付

 ＥＨＷ－１ 　電気温水器 型　　式：床置形 1 200 1.5 L-S ESD12(ｲﾄﾐｯｸ)授乳室1

器 具 名 称 仕 様 ・ 付 属 品
合
　
　
　
計

１階

参 考 品 番

　　器　　　具　　　表

洋風大便器 C-P12P

洗面器

(LIXIL)

自動フラッシュバルブ,タッチスイッチ,シャワートイレ,紙巻器

注記　1.リモコンスイッチの取付け、配管及び配線は本工事とする。

注記　2.カウンター式洗面器のカウンター及び化粧鏡は、別途工事とする。

屋
外

男
子
ト
イ
レ

掃除用流し LF-7E-19(給水栓),他標準付属品一式

授乳台

L-C21A3 電温・乾燥機能・水石鹸機能付洗面器（AC100V1250W）,ｶｳﾝﾀｰﾀｲﾌﾟ,他標準付属品一式

S-202A

(建築工事)

女
子
ト
イ
レ

多
機
能
ト
イ
レ

授
乳
室

U-A11AP

１ ２

多機能トイレパック PTWC-AC181R1WWW 自動フラッシュバルブ(大便器),ウォシュレット(AC100V 1300W),

洗面器(電温付 AC100V 700W),汚物流し(電温付 AC100V 700W),他標準付属品一式

他標準付属品一式

センサー一体形小便器 センサー一体形ストール小便器（低リップタイプ）

備　　　　考

Combi CH22-3

小便器用手摺

洗面器用手摺

３

２２

１１

２４

１２

２

１

１１

１ １

１１

１

２

１

KF-H701AE

KF+312S55

小口径塩ビインバート桝

小口径塩ビインバート桝

小口径塩ビインバート桝

小口径塩ビインバート桝

小口径塩ビインバート桝

小口径塩ビインバート桝

コンクリート桝（SB)

小口径塩ビインバート桝

小口径塩ビインバート桝

（ｍｍ）
備    考桝　蓋Ｎｏ． （ｍｍ）

形状・寸法 桝深さ

　桝　　リ　　ス　　ト　

200φ

200φ

鋳鉄蓋

S-1-6

S-1-5

S-1-4

S-1-3

S-1-2

S-1-1

地盤高

-

（ｍｍ）
管底

500

540

570

640

660

600

（ｍｍ）

【汚水桝】

200φ

200φ

200φ

200φ

公-1

-

-

-

-

-

S-1-7 680500ｘ500 -

S-1-8 740500ｘ500 -

200φ

200φ

S-2-3

S-2-2

S-2-1 -500

550

580

-

-

化粧蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

900 取付管　150

500

540

570

640

660

600

680

740

鋳鉄蓋

鋳鉄蓋

鋳鉄蓋

鋳鉄蓋

鋳鉄蓋

化粧蓋 コンクリート桝（SB)

500

550

580500ｘ500 化粧蓋 コンクリート桝（SB)

既設側溝

R-1-4

R-1-3

R-1-2

R-1-1

【雨水桝】

390500ｘ500

410500ｘ500

480200φ

540

- 化粧蓋 コンクリート桝（RB)

- 化粧蓋 コンクリート桝（RB)

- 小口径桝

-

550

540

560

630

690

S-3-1 600 -

S-3-2 640 -

S-3-3 750 -

600

640

750

小口径桝200φ

200φ

200φ

200φ

小口径桝

小口径桝

小口径桝

鋳鉄蓋

鋳鉄蓋

鋳鉄蓋

鋳鉄蓋

鋳鉄蓋

散水栓(水栓柱共) LF115G 横水栓,SUS製水栓柱(900H) １１

上野東町ポケットパーク整備工事
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シラカシ高垣

Ｈ：4.5,W:1.2  1本/ｍ

シラカシ生垣

Ｈ：4.0,W:0.6  1本/ｍ

トキワマンサク生垣

Ｈ：1.5,W:0.4 3本/ｍ

壁スリーブ

φ200　H2000

砂利敷き
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刷毛引き仕上げ
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客土H1000

広場
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Ｍ－００４
給排水衛生設備　配管平面図

A1:1/50　A3:1/100

市道汚水専用管に放流
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Ｍ－００

給排水衛生設備　ピット配管平面図

A1:1/50　A3:1/100
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上野東町ポケットパーク整備工事 Ｍ－００５



Ｍ－００６
浄化槽設備　仕様書・平面図・断面図

A1:1/40　A3:1/80

revisions

date

consultant

scale

checked  by

８８０ １８２０ １２００ ９５０

１２５

４８５０

１２５
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０
０

２
０

０
２

２
０

０
２

０
０

１
１

０
０

１
１

０
０

φ２０

５１００

　流入管　
φ１２５

　放流管　
φ１２５

　　臭突管　　
２－φ１００

１５７０ １３６０ ８４０ ８８０

１００ １００
４８５０

エアリフトポンプ

９
８

０

放流
Ａ
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０

０
２

０
０

０
１

０
０

２
２

０
０ 流入
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１２５ １２５
５１００

１
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５
０

５
０

８
８

０

２
５

８
０

１５
０

５
０

１５
０

２
９

３
０

Ｂ

Ｂ

ＧＬ

散気管

D種接地

沈殿槽
担体
流動槽

嫌気
ろ床槽

沈殿
分離槽

Ｗ．Ｌ．

担体
流動槽

沈殿
分離槽

嫌気
ろ床槽

沈殿槽

消
毒
槽

φ６００ φ６００φ４５０

　流入管　
φ１２５

　放流管　
φ１２５

２５０

２
０

０

防水コンセント

　　ブロワ　　　
ＬＰ－２００ＨＮ

消毒槽

１２
０ ２

１
８

２５０

Ｗ．Ｌ．

担体
流動槽

ＧＬ

１
６

５
０

１
５

０
２

４
３

０
１５

０

５
０

１５
０

２
９

３
０

Ｄ１３－＠２００シングル

ＧＬ

Ｄ１３－＠２００シングル

４０ｄ 開口巾 ４０ｄ

４０
ｄ

開口
巾

４０
ｄ

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

処理対象人員

日平均汚水量

型　式

型式認定

型式適合認定

年月日

番号

機器仕様表

口　径
入　力 吐出量

台　数

ブロワ

機器名

１台φ２０ ０．２０　ｍ ３／ｍｉｎ

流入水質

放流水質

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ　ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ　ＳＳ１６０ｍｇ／Ｌ　Ｔ－Ｎ４５ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ　ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ　ＳＳ　２０ｍｇ／Ｌ　Ｔ－Ｎ２０ｍｇ／Ｌ

建築基準法第６８条の２６第１項の規定に基づき、同法施行令

第３５条第１項の大臣認定による分離嫌気ろ床担体流動方式

平成２２年６月１１日

４０人

８．０ｍ ３／日

型０１ＣａｄＯａ０４０４０８０

年月日

番号

総容量

担体流動槽

項　目

嫌気ろ床槽

沈殿分離槽

消毒槽

沈殿槽

容　量　表

ｍ ３

ｍ ３

ｍ ３

ｍ ３

設計容量

ｍ ３

ｍ ３

４．６６９

４．３４０

２．００６

０．１１５

１３．８１１

２．６８１

（単相・１００Ｖ）

異形棒鋼　ＳＤ２９５Ａ

４０ｄ　ｄ：鉄筋径

設計基準強度　ＦＣ＝２１Ｎ／ｍｍ ２

鉄　筋

定着及継手

一　般　事　項

コンクリート

循
環
水

上部平面図　１：５０

Ａ－Ａ　断　面　図　１：５０

内部平面図　１：５０ 断面配筋図　１：５０

フローシート

流　入

担体流動槽

沈殿槽

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

放　流

消毒槽

開口補強筋詳細図

Ｂ－Ｂ　断　面　図　１：５０

※全高にはかさ上げ３００Ｈ含む

※無荷重

※管理用水栓は１０ｍ以内に設置すること(浄化槽工事範囲外）

（６０Ｈｚ） （６０Ｈｚ）

０．２１５ｋｗ

平成２６年１０月１日

５－１４Ｋ－Ｈ－００９－７

フジヨシ浄化槽　ＦＣＤ－Ｘ４０型

project  no．

drawn  by

上野東町ポケットパーク整備工事



建築特記による

１ ． 工 事 場 所

２ ． 建 物 概 要

備 　 　 考

伊 賀 市 上 野 東 町 2 9 4 6 番 地 外 ２ 地 内

工 事 設 計 図

３ ． 工 事 種 目 （ ○ 印 の つ い た も の を 適 用 す る ）

　 　 . 工 事 仕 様

　 　 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項　 項 　 　 　 目

項 　 　 　 目 　 　 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項

　 　 仕 様 書

　 　 . 工 事 概 要

項 　 　 　 目 　 　 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項 項 　 　 　 目 　 　 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　 　 　 設 計 用 標 準 水 平 震 度

（ ※ １ ）

（ ※ １ ）

（ ※ １ ）

規 約 効 率

接 地 極 　

・

1 9

E - 0 0 1

電 気 設 備 特 記 仕 様 書

d r a wn b y c h e c k e d b y

s c a l e

-

d a t e

N . S （ A 1 ） ・ N . S （ A 3 ）

p r o j e c t n o ．c o n s u l t a n t
r e v i s i o n s

上 野 東 町 ポ ケ ッ ト パ ー ク 整 備 工 事

上 野 東 町 ポ ケ ッ ト パ ー ク 整 備 　　　　　難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていない材料を使用する。

　　　　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジーｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

　　　　　ドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　　　設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分においては、「規制対象外」とは

　　次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

（３）

　　① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　　　建築材料以外の材料

　　② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③ 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　④ 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき

　　　　品質及び性能を有するものとする。

　　　　監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の

　（２）下表に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この

　　　　証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して

　　　　提出を省略することができる。

　　　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　③ 安定的な供給が可能であること。

　　　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

機　 材

品 　質 　等

の３

　　　　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

　　　　② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

製造業者等名

照明制御装置

機　　　　　　　　　材　　　　　　　　　等

蛍光灯器具

LED照明器具（一般屋内用に限る。）

可変速運転用インバータ装置

（防爆照明器具及び防災用照明器具を除く。）

分電盤

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッチギア（ＣＷ形）

高圧スイッチギア（ＰＷ形）

高圧交流遮断器

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

交流無停電電源装置

高圧変圧器（特定機器）

太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

監視カメラ装置

中央監視制御（監視制御装置）

・

工　事　種　目

建物別及び屋外 工 事

・ 動力設備

電灯設備

・

雷保護設備

・

発電設備

・

電力貯蔵設備

・

受変電設備

・

・

拡声設備

・

構内交換設備

・

防犯・入退室管理設備

・

火災報知設備

・

テレビ共同受信設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

映像・音響設備

・

・

駐車場管制設備

・

・

・

・

・

・

・

テレビ電波障害防除設備

構内通信線路

構内配電線路

構内情報通信網設備

情報表示設備

・ 電気自動車用充電設備

誘導支援設備

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

－式

・

電熱設備 －式

新設

公衆用便所

－式

新設

種 別

屋　外

新設 －式

－式

　構内につくることが　　・　できる　　・　できない

　すべて受注者の負担とする。工事用仮設物６

足場その他７

　　・　内部足場　（　　　　　　　　　　　　）　　

　・ 本工事で設置する。

電 源 周 波 数４ 　・　５０Ｈｚ　　・　６０Ｈｚ

５ 電気工事士

　　・　外部足場　（　　　　　　　　　　　　）　　

　　 手すり先行専用足場方式により行う。

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１
　　「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置方式又は（３）

　・　別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　最大電力５００[ｋＷ]以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

１ 適　用　区　分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・　風圧力

風速（VＯ＝　34m/s）

地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

・　積雪荷重

建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　）

環境への配慮２

　　　建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の

　　　　①から④を満たすものとする。

　　　　① 合板、木質系フローリング、構造パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、その

　　　　　他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセ

　　　　　ドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホ

　　　　　ルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

（２）

　　　本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に

基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成29年2月閣議決定）」（以下「グリー

ン購入法基本方針」）による特定調達品目の判断基準等を満たす環境物品等を選択するよう努める。

なお、本工事において使用する機材のうち、設計図書で定めのあるものについてはグリーン購入法

基本方針による。

（１）

　　項目及び特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　　　 なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成　　年版）（以下「標準仕様書」という。）

　・　公共建築　　工事標準図（電気設備工事編）（平成　　年版）（以下「標準図」という。）

１．共通仕様　

２．特記仕様　

設備

　２８

　２８

　２８

　２８

　　付けたものを適用する。

　（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、・ を

　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成　　年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

（改修標準仕様書の中でいう標準仕様書は、平成　　年版（電気設備工事編）とする。）

　 （２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

指定部分工期　　　　年　　　月　　　日

４．指　定　部　分　　　・無　　　・有　対象部分（　　　　　　　　　　　　　）

地上　１階　地下　 　階　塔屋　　階　 建築特記による

建築基準法による

延 べ 面 積
（㎡）

建　物　名　称 構　造 階　　　　数
消防法施行令

別 表 第 一

RC公衆用便所

天井仕上区分 　（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

配管本数・管路等10

　しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

呼び線11

　次の露出配管は塗装を行う。

　　・　屋外（溶融亜鉛メッキ仕上げ付着量300g/㎡以上　）

　　・　屋内（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

金属製電線管の

塗装仕上げ

12

13

照度測定箇所数

　測定数　　　箇所以上非常用照明装置の

プレートの材質

インバータ装置の

　（ステンレス、新金属を含む）

　測定し監督職員に報告する。

盤類等の色彩計画
　　　の色彩計画を監督職員に提出するものとする。

14 電流値等の計測 下記の電流値等を計測し、報告書を監督職員に提出する。

15

16

17

18

　機器
　等 、及び意匠上配慮する必要のある

計測項目（　・　電流値（記録間隔１分毎）　　・　照度　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計測日数（　通常使用状態の電流値：改修着手前　5日間、改修後　5日間　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

照度測定箇所数（　改修前及び改修後の照度測定　　　箇所以上　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2)報告書には、計測装置（もしくはソフトウェア）の換算機能により算出された電力（瞬時値）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

備　考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(1)計測機器及び計測装置等の詳細は監督員との協議による。　　　　　　　 　　）

及び電力量（積算値30分単位）も記録すること。　　　　　　　　　　　　　

(3)照度測定は作業面照度（床上0.8ｍ）とし、測定方法はJIS C 7612による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　事務室　 に設けるＯＡ盤、分電盤、端子盤の鋼板製キャビネット等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　フラッシュプレート　　　・　金属製　　　　　　　　　　　　　　・　樹脂製（　　　　）

　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

　長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ 1.2mm 以上の被覆鉄線を挿入する。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の２次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数及び管径等は図面と相違

　設備機器の固定は、次によるほか建築設備耐震設計・施工指針　２０１４年版

　（１）設計用水平地震力

　　　機器の重量に、次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　・　現場説明書による。

耐 震 措 置９

建設発生土の処理８ 　・　埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。　

　　　・　配電盤　・　発電装置(防災用）　・　直流電源装置　　・　交流無停電電源装置　

　　　・　交換機　・　自動火災報知受信機　・　中央監視制御装置　　　　・　　　　　　　　　

　　　　上層階とは２階～６階建の場合は最上階、７～９階の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は

　　　　上層３階、１３階以上の場合は上層４階とする。

　　　　重要機器は次のものを示す。

　　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

　　（２）設計用鉛直地震力

他工事又は他工種

との取合い

　工事区分表による。　ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

既存躯体への穿孔 　既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が

施 工 調 査 　　事前調査（　・　本工事　　　　　・　別途　　　　　　　　）

　　調査項目（　・　既存資料調査　　・　　　　　　　　　　　）

　　調査範囲（　・　図示　　　　　　・　　　　　　　　　　　）

　　調査方法（　・　図示　　　　　　・　　　　　　　　　　　）

・　はつり工事　　　　　　を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

仮設備工事 　仮　電　源（　・　受変電　　・　　　　　・　　　　）

　 　　　　 （　・　発電　　　・　　　　　・　　　　）

　仮設備期間（　・　図示　　　・　　　　　・　　　　）

　　停止できる付属装置等　　穿孔機械を使用し

及び穿孔作業

　　を用いて施工する。

21

22

23

24

（備考）　（天井高）×0.9 及び（天井高）×0.8 は天井高が　2,500～3,000mm の場合に適用する。

　　協議する。

注）天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さにおいて、機器の使用に支障が生じる場合は監督職員と

　　呼出ボタン(多機能トイレ)の取付け高さ（４００）は床に転倒した時を考慮した高さを示す。(1)　規約効率は、JEM-TR 245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。　　　
(2)　規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」のIP4X、6極、50Hz

　　 の電動機を駆動したときの値とする。

備考　

　接地棒ＥＢ(10φ)はW=30mm、L=900mm（測定用は、L=1,200mm）、接地棒ＥＢ(14φ)は、

　接地極の材料は下記による。なお、接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1,500mm 以上とする。

　W＝40mm、L=1,200mm としても差し支えない。

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－１組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（10φ）×１ (Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１ (Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,500mm)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

共 同 接 地

共 同 接 地

Ａ 種 接 地

・ Ｂ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

Ｄ 種 接 地

高圧避雷器用

交換装置用

通信用(10Ω)

通信用(100Ω)

電話引込口

の保安器用

測　 定　 用

避 雷 設 備

接地の種類 記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

A.D

A.C.D

A

B

D

C

LH

ｔ

At

Dt

０

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ＥLt

ＬＥ

Ｅ 10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

取付高さ20 　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

分電盤、OA盤、制御盤、実験盤

　　〃　（多機能トイレ）

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､直列ﾕﾆｯﾄ（一般）

〃　　 （和室）

〃　　 （台上）

ブラケット（一般）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

開閉器箱

　　〃 （鏡上）

　　 〃　 （踊場）

1,500

1,300

1,100

2,100

2,500

(上端1,900以下)

1,000以下

1,500

スイッチ（一般）　

コンセント（車庫）

名　　　　称 取付高［mm］

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

接地極埋設標

1,300

1,500以上

端子盤（EPS・電気室） 1,500

1,500

(天井高)×0.9

1,300

親時計

子時計、スピーカ

アッテネータ

出退表示盤　

呼出ボタン(多機能トイレ)

インターホン

廊下表示灯(多機能トイレ)

表示灯

警報ベル

発信器（出退表示用）　

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

発信機

復帰ボタン(多機能トイレ)

(天井高)×0.9

1,300

2,000

1,800

機器収容箱　　　

連動制御器（自動閉鎖）

ガス漏れ検知器

1,500

(天井高)×0.9

(天井高)×0.8

〃　　 （都市ガス）　

給油ボックス 1,000

外部受付用インターホン子機 標準図による

雷保護用接地端子箱

1,300

コンセント（車椅子用）

取引用計器 1,800～2,000

引込開閉器箱（低圧） 1,800～2,200

、（400）

（液化石油ガス）

、副受信機

（ＥＰＳ）

1,300

壁付電話機 1,300

150

300

150

150

900

800～1,300

500

800

600

900

800～1,500

800～1,500

800～1,500

300

(天井面)－200(壁面取付の場合)

床上～中心

　 〃　　

測　　　点

鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

床上～中心

〃

〃

〃

台上～中心

床上～中心

床上～中心

地上～窓中心

地上～中心

床上～中心

〃

〃

地上、床上～中心

床上～下端

地上～中心

地上～給油口

床上～中心

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～操作部

〃

〃

〃

〃

〃

〃

天井面～中心

計測箇所（　・　図示による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電動機出力[kW]

規約効率[％]
定格電圧　200[V]

定格電圧　400[V]

0.4

86.0

1.5 2.2 3.7 5.5 7.5

92.0 93.0 94.0 94.0 94.5

87.0 93.5 94.0 94.5 94.5 95.0

11 15 18.5

94.5 95.0 95.5

95.0 95.0 96.0

22

95.5

96.5

0.75

88.5

90.5

電動機出力[kW]

定格電圧　200[V]

定格電圧　400[V]
規約効率[％]

30 37 45 55 75

95.5

96.5

95.5

96.5

95.5

96.5

95.5

96.5

95.5

96.5

2.0 1.5

2.0 2.0

2.0 1.5

1.5 1.0

1.5 1.5

1.5 1.0

1.0 0.6

1.0 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

2.0 1.5

1.5 1.0

1.0 0.6

1.5 1.0

1.0 0.6

1.0 0.6

1.0 0.6

0.6 0.4

一般機器重要機器一般機器重要機器

・　一般の施設・　特定の施設

　　【備　考】（※１）：水槽類にはオイルタンクを含む。

水　槽　類

水　槽　類

水　槽　類

防振支持の機器

機　　　　　器

防振支持の機器

機　　　　　器

防振支持の機器

機　　　　　器

中間階

地下・１階

屋上及び塔屋

上層階（注１）

設置場所 機器種別



焼付（指定）
焼付（標準）

２４時間点灯回路 Ｆ

４．特記なき「盤仕様」は下記による。

　　Ａ１－Ｂ１－Ｃ１－Ｄ１－Ｅ１－Ｆ１－Ｇ１

１．特記なきＥＬＢの定格感度電流及び動作時間は、３０ｍＡ　０．１、０．３秒切替型　とする。

２．耐熱形分電盤の仕様は、「防災設備の電源と配線に関する」ＪＥＣＡ１０３２による。

３．非常照明回路、誘導灯回路、自動火災報知設備回路及び非常放送用回路、防災負荷回路等の電源として、

　　配線用遮断器にはその旨を赤字で明記し、開放防止装置を設ける。

記

注

回　路

フル２線リモコン

回　路
Ｌ

リモコン　Ｂ

フル２線リモコン

回　路

Ｋ

Ｊ

タイマー併用

自動点滅

号

記

回　路

Ｉ

Ｈ

リモコンリレー

リモコントランス

路

回　路

回

Ｇ

リモコンリレー
制御ユニット

ＲＴ

：リモコンスイッチ

Ｒ×ｎ：リモコンリレー個数

Ｌ

Ｌ

ＣＯＳ

（　　　　／　２４Ｖ、　　　ＶＡ）

Ｒ－ＭＣＢ

ＭＣ

ＳＴ

ＲＴ

（　　Ｐ　Ｖ　Ａ）

ＲＲ

ＭＣ

：自動点滅器

：ソーラータイマー

：リモコンスイッチ

Ｌ
Ａ

Ａ
ＳＴ

ＲＴ：リモコントランス　２Ｐ２０Ａ

ＲＲ：リモコンリレー　　１Ｐ２０Ａ

Ｌ

Ｒ

Ｌ

形　　状

一般電灯回路

一般コンセント回路

防災負荷回路等

一般コンセント回路

一般電灯回路

（接点利用型）

タイマー回路

（ＭＣ利用型）

属

付

Ｅ

自動点滅回路

タイマー回路
Ｄ

Ｃ

回　路　方　式

センサー操作回路

標準回路

Ｂ

Ａ

記　号

ＡＣ　１００Ｖ　

ＡＣ　２００Ｖ

ＡＣ　１００Ｖ　

ＡＣ　１００Ｖ号

路

記

回
１

１

１

ステンレス
合成樹脂

ＡＣ　２００Ｖ１

仕

様

Ａ２
Ａ３

Ｃ２

Ｂ２
Ｃ１

スチール

材　　質

盤

記　号

Ａ１

仕　　様 記　号

Ｂ１

ＭＣＢ　２Ｐ　５０／　３０線 Ｍ３

ＣＯＳ

（　　時間型　、　　分切替、停電補償：有　無）

（　　時間型　、　分切替、停電補償：有　無）

ＣＯＳ

ＭＣ

Ｔ

ＣＯＳ

Ｔ

ＭＣ

タイマ－

：自動点滅器
ＣＯＳ：手元／　自動切替

Ｌ

Ａ

ＣＯＳ：手元／　遠方切替

Ｌ

Ｌ

ＭＣＢ　２Ｐ　５０／　５０

ＥＬＢ　２Ｐ　５０／　２０

ＥＬＢ　２Ｐ　５０／　３０

ＥＬＢ　２Ｐ　５０／　５０

Ｒ－ＭＣＢ　１Ｐ

Ｒ－ＭＣＢ　２Ｐ

（　　　φ　　　Ｖ　　　　Ａ）

センサー

ＭＣ

回　路　図

号

器
記

遮
断

用

Ｒ１

Ｒ２

Ｅ３

Ｅ５

Ｍ５

Ｅ２

ＭＣ：電磁接触器

Ｌ

Ｌ

備　　考

記　号

ＭＣＢ　１Ｐ　５０／　２０

ＭＣＢ　２Ｐ　５０／　２０

Ｄ２
Ｄ３
Ｄ４
Ｄ５
Ｄ６

配

壁　　　掛

埋　　　込
自　　　立

耐熱（二種）

Ｍ１

Ｍ２

防　　　雨
防　　　湿
耐　　　火
耐熱（一種）

Ｄ１

記　号仕　　様

露　　　出

特　記　事　項

仕　　様

構　造　１

標　　　準

外扉無、中蓋無Ｆ４

ビス止
外扉付、中蓋付
外扉付、中蓋無
外扉無、中蓋付

Ｆ２
Ｆ３

Ｅ２
Ｆ１

Ｇ４

Ｇ２
Ｇ３

粉　　　体
耐　　　塩

折　　　曲

構　造　２

Ｅ１

仕　　様

塗　　装

記　号

Ｇ１

仕　　様

リモコンリレー

制御ユニット

Ｌ

Ｔ タイマ－（１年間プログラム）
：リモコンスイッチ

ｎＬ：リモコンリレー個数

照　明

結　線　図

分電盤名称

（盤仕様）

幹線記号 記　号

回　路

回　路

記　号記　号

付　属遮断器

備　　考
負　荷　容　量　　（ＶＡ）

コンセント その他ＦＡＮ

空気調和機回路ＡＣ　２００Ｖ

空気調和機回路ＡＣ　１００Ｖ

付　属

機　器
照　明

結　線　図

分電盤名称

（盤仕様）

幹線記号 記　号

回　路

回　路

記　号記　号

付　属遮断器

備　　考
負　荷　容　量　　（ＶＡ）

コンセント その他ＦＡＮ

付　属

機　器
照　明

結　線　図

分電盤名称

（盤仕様）

幹線記号 記　号

回　路

回　路

記　号記　号

付　属遮断器

備　　考
負　荷　容　量　　（ＶＡ）

コンセント その他ＦＡＮ

付　属

機　器

ＣＯＳ：手元／　遠方切替

５．検定付計量器を見込むこと。

Ｌ
：ソーラータイマーＳＴ

ＳＴ

Ａ

タイマー点灯回路

自動点滅回路

Ａ１
Ｂ１
Ｃ２
Ｄ１
Ｅ１

１００ＡＦ／１００ＡＴ
ＭＣＣＢ　３Ｐ

２１０Ｖ／１０５Ｖ
１Ф３Ｗ
ＡＣ

計：  １５．７７０ＶＡ

ＥＤ ＥＤ
（ＥＬＢ）

ＥＤ ＥＤ
（ＥＬＢ）

２

１

３

４

５

６

７

８

９

１０

ＣＥ２

ＡＭ２

ＡＭ２

ＡＭ２

ＣＥ２

ＣＥ２

ＣＥ２

ＣＥ２

３０

１０５

６５

３５

７５

１８０

屋外照明

女子ＷＣ　照明

男子ＷＣ他　照明

ブラケット照明

屋根照明

　　〃

Ｆ１
Ｇ１

１２０ 　　〃

Ｅ２ Ａ １３００ ウォシュレット

１３００ＡＥ２ 　　〃

Ｅ２ 洗面器１２５０Ａ

Ｅ２ 　　〃１２５０Ａ

Ｅ２ 汚物流し７００Ａ

Ｅ２ ウォシュレット１３００Ａ

洗面器Ｅ２ ７００Ａ

　　〃Ｅ２ １２５０Ａ

　　〃Ｅ２ １２５０Ａ

ウォシュレットＥ２ １３００Ａ

１１ Ｅ２ Ａ

１２ Ｅ２ Ａ

４００ 小便器他

９０ 自動ドア

ＥＨＷ－１Ｅ２ １５００Ａ

Ｍ２ Ａ

６５０ １３７９０ １３３０

（２０００）

（１７．７７０ＶＡ）

６．エネルギーモニターＬＡＮ対応ユニット：パナソニックＢＴ３８０２

７．エネルギーモニター本体ユニット：パナソニックＢＴ３７２０Ｎ

revisions

drawn  by checked  by

scale

consultant

-

date

project  no．

E-002

Ｎ/Ｓ

電灯盤結線図

５００ 予備

Ｌ－１

15

120

20

500

9
0
0

図面ホルダ

Ｌ－１姿図

日東工業　ＰＥＮ１０－２８－ＴＭＪＣ　同当品

５０

ＦＥ－３・ＦＥ－４

ＦＥ－１・ＦＥ－２５００

８３０ＡＭ２

Ｅ２ Ｄ

Ｍ２ Ａ

Ｍ２ Ａ

予備５００

予備５００

　　〃

Ａ

：自動点滅器Ａ

１３ Ｅ２ Ａ ２００ ブロアー

１４ Ｍ２ Ａ ５００ 予備

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１

２

１１

１２

１

１

１

１

上野東町ポケットパーク整備工事



ＭＣＣＢ

ＯＮ

ＯＦＦ

発停状態警報（又は切替）

空調屋外機のＥＬＣＢ仕様について
・採用メーカー資料を確認のこと。

特記なき配管はＰＦ管とする。

配管について

制御盤凡例

盤形状

盤名称

パルス接点

監
　
視
　
回
　
路

出力

制
　
御
　
回
　
路

イ

Ｏ

Ｇ
Ｒ

主
　
　
回
　
　
路

手元１

負　　　　　　荷

結　　線

制御盤一覧表

幹線番号

容　量

盤名称

盤形状 機器記号 名　　　称

結線記号

電源送りＡ

現　場　盤

警報

結　線　記　号

常時
電
極 （ｋＷ）

容量

予備

台 数
主回路

インターロック
連動又は

回路
制御

状態

操
作 故障

表　示

電圧

火
災
時

フ
ァ
ン
停
止

監
視

計
測

回
路

配　　　線

配線サイズ回
路

２００Ｖ

備　　考配
管

周波数 ６０ＨＺ

制御盤仕様

計測（電流等）

Ａ／Ｉ接点入力 Ａ／ＩＤ／Ｉ

接点入力Ｄ／ＩＤ／Ｏ接点入力Ｄ／ＩＰ／Ｏ

状態
ＴＸＣＸ

ＯＮ ＯＦＦ

状態 警報

出力

ＣＸ
警報

　　入力

ＡＬＲ

ＷＬＲ

５－２自交同時
５－１自動交互

自動
連動ＯＮ

ＯＦＦ

Ｒ
Ｇ

ＴＭ

ＯＦＦ

ＯＮ

Ｏ

ｃｏｓ

Ｇ
Ｒ

Ｏ

ｃｏｓ

Ｇ
Ｒ

発停状態警報

連続

ロ

４ＬＦ ４ＬＦ

Ｌ減水
Ｈ満水

ｃｏｓ

Ｏ Ｏ

ＷＬＲ

Ｇ
Ｒ

Ｇ
Ｒ

Ｌ減水
Ｈ満水

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｒ
Ｇ

手元・遠方２ 手元・自動３

ＭＣＣＢ

Ａ

自動（液面リレー）４ ５ 給水回路

６

ＴＨＲ

４２

５２

ＥＬＣＢ

５２

ＭＣＣＢ

状態警報ハ

５ＬＦ ＬＦ４

Ｈ満水
Ｌ減水Ｏ

Ｏ

Ｏ
ｃｏｓ
ｃｏｓ

Ｒ
Ｇ

ＡＬＲ

ＷＬＲ
Ｏ Ｈ満水

ｃｏｓ
ｃｏｓ

Ｏ

Ｇ
Ｒ

Ｏ

Ｇ
Ｒ

計測（温度）ニ

２ＬＦ

アナログ

ホ

Ｌ又はＨ

ＷＬＲ

Ｏ

６

６－２自交同時
６－１自動交互
排水回路

ＴＨＲ

４２ ６

５２

ＭＣＣＢ

５２５２

液面警報（満水又は減水）７

ＴＨＲ

４２ ６

８

ＴＨＲ

５２ ＩＮＶ

５２

ＭＣＣＢ

Ｐ／Ｉ　　入力 　入力

計測（電力量）

アナログ

ヘ

３ＬＦ

パルス

Ｈ満水
Ｌ減水

Ｏ

ＷＬＲ

Ｏ

液面警報（満減水）

ＴＨＲ

４２

Ａ

６

５２

５２

ＩＮＶ

５２

ＭＣＣＢ

Ｆ

ＭＣＣＢ

インバータ（Ｙ－　）

特　　記

ＭＣＣＢ

４５ｋＷ

４５ｋＷ

主幹ブレーカは図示

ポンプ　　　 以上

ファン　 　　以上

ラジオノイズフィルター

ラインフィルター

幹線系統毎に共用（ＡＸ付）

小勢力回路（　イ　～　へ　）

直入起動Ｂ 電源送り Ｃ Ｙ－Ｄ 起動 Ｅ

区　分：英数字（省略可）

階

Ｐ　：

～

Ｂ１：

１　：

ＰＨ階

地下一階

一階

指定色函体・塗装 鋼板製

巾まで片開き

建築設備系

生産設備系

保安動力

電源送り 交互運転（Ｙ－　）ＥＹ

扉開き

１ 数字

英字

数字

８００

インバータＦ ＦＹ

（３φ２００Ｖ）

（３φ２００Ｖ）

（３φ２００Ｖ）

赤指針付

パルス発信付（電子式電力量計）

汚水槽，雑排水槽はフロート：ＦＳ

上記以外は電極　　　　　　：ＬＦ

各回路毎

幹線系統毎に共用

１φ１００Ｖ

０．７５ｋＷ

表示灯

監視回路

把手・錠

計器

電極

一般

埋込型

白熱灯

電流計

電力量計

制御電源

電源表示灯

２００Ｖ

検定付

ＬＥＤ

有

ネオンランプ

以上に取付

屋外壁掛形重耐塩仕様

自立型・扉なし

添　字：英数字（省略可）

Ｐ５Ａ－ Ｂ１－

盤番号：数字

盤種別

ＬＰ：

Ｓ　：

Ｐ　：

２

３ 自立形

埋込形

壁掛形

１

５

４

連動とインターロック

送り

受け

手元開閉器盤

電灯動力盤

制御盤

インターロック連動

付加機能記号

■

□

＊

漏電警報付

警報接点付

ＥＬＣＢ

　　　特性は　　　     　秒

主幹ブレーカーは取付けない

ポンプ回路
屋外機器回路

ＴＨＲＹ　　　　　（２Ｅ）

取付けない

ポンプ　 　　以上（　　　　）

ファン　 　　以上（　　　　）

ＡＣＬ内蔵

ＤＣＬ内蔵

特記事項（●印を本工事に適用する）

漏電保護

保護装置

進相コンデンサ

インバータ

Ｙ－ 起動

ＥＬＣＢ

ブレーカー

項　　目

回路４１５Ｖ

１５ｋＷ

１１ｋＷ

３０ｍＡ，０．１

は２要素 ３Ｅ

標　　準

は

制御電源Ｇ

（４１５Ｖ）

（４１５Ｖ）

本工事

設備工事

備　　考

主
　
　
　
　
回
　
　
　
　
路

盤

仕

様

配
線
回
路
記
号

制

御

回

路

付
加

機
能

４Ｃケーブルの内　１Ｃは接地線とする。

ケーブルについて

状態 警報 Ｐｆ

測温体

変換器
４～２０ｍＡ

０～１００ｍＶ
　又は

・インバ－タ－対応式

・火報信号による空調機停止が消防協議で必要になった場合は、

　オ－ブリレ－を採用し復旧時に接点（ＭｇＳＷ）によること。

標準色

注記

：電子式電力量計 検定付パルス式

屋外自立形（防雨型）６

ＥＬＣＢ

１

Ａ

計：２．５ｋＷ

Ｐ－１
浄化槽 ２．５ １ Ａ（３Ｐ１００／６０）

WH

＊ ＣＶ５．５゜－３Ｃ Ｅ３．５゜ （ＦＥＰ３０）

本体ユニット：パナソニックＢＴ３７２０Ｎ

ＥＤ ＥＤ
（ＥＬＢ）

ＥＤ ＥＤ
（ＥＬＢ）

revisions

drawn  by checked  by

scale

consultant

-

date

project  no．

E-003

Ｎ/Ｓ

動力盤図

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／１００

図面ホルダスナップラッチ
（ステンレス製）

４
０

０

３００ １２０

Ｐ－１姿図

日東工業 ＣＰＥＰ６－０２ＳＪ同当品

上野東町ポケットパーク整備工事



M1

Z6

Z7

Z8

Z9

2
2
0
3

2
2
0
3

10101940

X1 X3 X4

W1

W3

W2

2425

W4

W5

2425

X5

Y2

Y3

Y5

Y1

Y4

1
6
0
0

2
5
5
0

2
5
5
0

1
6
0
0

20301000

X2

revisions

drawn  by checked  by

scale

consultant

-

date

project  no．

E-004

1/50（A1）・1/100（A3）

構内配電線路図

Ｗ

Ｗ

動力：ＣＶＴ１４゜（ＦＥＰ４０）
電灯：ＣＶＴ３８゜（ＦＥＰ５０）

ＧＬ－６００

屋外

３ＬＥＤスポットライト

　凡　例 

備   考名  称　・　仕　様記  号

ハンド―ホール　９００ｘ９００ｘ９００

引込開閉器盤

配管・配線凡例

天井埋込　隠蔽配管・配線

特記無き配管・配線は下記による 保護管 露出保護管

埋設鋲

照明器具

接地極

中耐重蓋付

詳細は器具姿図を参照

傍記は種別を示す

プルボックス　防水型　ＳＵＳ製 １５０ｘ１５０ｘ１００

鋼管柱　７ｍ

ＣＶ５．５－３Ｃ（ＦＥＰ３０） （ＰＦ２８）

電灯動力盤

地中埋設配管・配線

Ｗ Ｗ

装柱材一式含む

大光電機　ＬＺＷ－６０５６９ＹＢ 同等品

ＬＥＤスポットライト

ＬＥＤ９．５Ｗ ２７００Ｋ
演色性 Ｒａ８３　黒サテン
防雨形　径φ７５　長１３４　高２０６　埋込１８０ｍｍ　１．８ｋｇ
首振上方９０゜下方１０゜回転３６０゜

Ｌ－１

電話

引込電灯線

引込動力線

コンクリ－ト根巻基礎
（標準的な地盤の場合）

フローコート溶融亜鉛めっき後ポリエチレン樹脂被覆

 動力・電灯・電話用　　途
 ７．０m全　　長

 ポール本体
表面処理

 アイボリー又はコーヒーブラウン色　　調

 １４m以下実用最大引き込み径間
（丙種風圧荷重）

φ１００．８

φ１１３．４

１
１

７
０

２
１

０
０

４
０

０
０

７
０

０
０

３
０

０
０

水切り勾配

φ５００

５
５

０

５０ｍｍ以上

電力量計取付スペ－ス

ＣＡ

１
７

２

ＤＢ

接地端子２４

２００

１
０

０
０

５００

パナソニックＤＤＲ２２５０Ｗ＋ＤＤＨ３５４１Ｗ＋ＤＤＦＢ５２７４ＫＷ 同等品

スッキリポール

日東工業　ＭＮ－１０２ＴＪＣ 同等品

引込計器盤

ＣＶ３．５－３Ｃ Ｅ３．５゜ （ＰＦ２８） Ｅ３１・Ｇ２８

ＣＶ５．５－３Ｃ（ＰＦ２８）ｘ３

ＩＶ５．５゜

Ｐ－１

（ＶＥ１６）

Ｅ３１・Ｇ２８

１

ＥＤ

５．５

３．５

ＥＤ ＥＤ

ＣＶ５．５

ＣＶ３．５

（ＥＬＢ）

５．５

５．５

ＣＶ５．５

５．５

ＣＶ５．５

３３２ＷＰ

ＣＶ５．５

ＣＶ５．５

ＣＶ５．５

上野東町ポケットパーク整備工事



WL

C-P12P

C-P12P

U-A11AP

X
A
-
K
F
H
7
0
1
-
0
0
0
2
A

LC-21A3

LC-21A3
KF-312

LC
-2

1A
3

LC
-2

1A
3

KF-312

Combi CH22-3

制
御

盤

ハイトピア側庭園

35㎡

倉庫

男子WC

授乳室

SK

多機能トイレ

女子WC

折上げ天井

折上げ天井

パウダールーム

折上げ天井

Y2

Y3

Y5

Y1

Y4

1
6
0
0

2
5
5
0

2
5
5
0

1
6
0
0

20201010

Z6

Z7

Z8

Z9

2
2
0
3

2
2
0
3

10101940

X1 X2 X3 X4

W1

W3

W2

2425

W4

W5

2425

X5

revisions

drawn  by checked  by

scale

consultant

-

1/25（A1）・1/50（A3）

date

project  no．
電灯（照明）設備　平面図

E-005

ＡＳ

　凡　例 

備   考

名  称　・　仕　様記  号

ダウンライト

配管・配線凡例

天井埋込　隠蔽配管・配線

特記無き配管・配線は下記による 保護管 露出保護管

ブラケット

自動点滅器

（Ｅ２５）ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ （ＰＦ２２）

電灯盤

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （ＰＦ２２） （Ｅ２５）

トイレ

１４ＬＥＤダウンライト

ＡＳ

ＰｒｅｖａＬＥＤＣｏｉｎ５０ 同等品

ＬＥＤダウンライト

７９０ｌｍタイプ、消費電力：１１．２Ｗ
３０００Ｋ

カバープレート：
アルミ　バイブレーション

躯体ヌスミ

アウトレットボックス

Ｍ４六角皿ねじ

ＬＥＤ：
ＰｒｅｖａＬＥＤＣｏｉｎ５０
３０００Ｋ　７９０ｌｍ　３５０ｍＡ　１１．２Ｗ　光角４０°
リード線Ｌ３００

Ｍ４六角皿ねじ

Ｍ３ネジ

パーツＡ

パーツＢ

１０８

１
３

４
５

３
０

８
８

８０
１００

６６．７

６６．７
φ４３

φ８０
躯体開口φ１００

１
０

２
０

３
５

断面図

見上げ図姿図

設置イメージ図

定電流電源トランス（ＰＳＥ取得品）
出力：３５０ｍＡ　６Ｖ～３６Ｖ　１２．６Ｗ
入力：９０～２３５ＶＡＣ
サイズ：３６．５×１０４×Ｈ２７．２
リード線Ｌ３００ＤＬ

推奨距離２０ｍ以内

接続参考図

３Ａ

人感センサー壁付

電源トランス盤　４００ｘ６００ｘ１２０ 日東工業Ｂ１４－６９Ｌ同等品

ＶＣＴＦ２゜－２Ｃ （ＰＦ２２） （Ｅ２５）

パナソニックＷＴＫ３４８１同等品ＲＡＳ

ＲＡＳ

ＲＡＳ

ＲＡＳ

１
２

０
．

８

５３．３
７６．８

壁取付　熱線センサ付自動スイッチ（親器）

８Ａ　１００Ｖ　ＡＣ

パナソニック　ＷＴＫ３４８１ 同等品

ＲＡＳ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ （ＰＦ２２） （Ｅ２５）

電源トランス盤内のＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃケーブルを見込むこと。

ＴＲ盤

ＴＲ盤

日東工業Ｂ１４－６９Ｌ同等品

Ｌ－１

中間取付ダクトファン

天井埋込型換気扇

（機械工事）

（機械工事）

Ｌ

埋込スイッチ＋埋込スイッチ（表示灯付）Ｌ

アウトレットボックス

露出スイッチ

４８

２
９

３
４

．
１

露出スイッチ

パナソニックＷＳ３００１Ｗ同等品

パナソニックＷＳ３００１Ｗ同等品

中浅形

（有効深さ）

108

15

140

20

600

9
0
0

天井間接照明 ７

２Ｐ１５Ａｘ１＋２Ｐ１５Ａｘ１（表示灯付）

２

４

７

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃｘ４（ＰＦ２８）ｘ２

１０

３ ８

スイッチは取付スペースに収納

便器付属ケーブル（ＰＦ１６）

便器付属ケーブル（ＰＦ１６）

便器付属ケーブル（ＰＦ１６）

スイッチボックス　２個用

スイッチボックス　２個用

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

上野東町ポケットパーク整備工事
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E-006

1/25（A1）・1/50（A3）

電灯（照明）設備　屋根平面図

樋

延焼ライン
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5
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0

1
6
0
0

20301000

X2

　凡　例 

備   考名  称　・　仕　様記  号

配管・配線凡例

天井埋込　隠蔽配管・配線

特記無き配管・配線は下記による 保護管 露出保護管

電源トランス盤

ＶＣＴＦ２゜－２Ｃ （ＰＦ２２） （Ｅ２５）

照明器具

照明器具

プルボックス　１００ｘ１００ｘ１００　防水形

ＣＶ３．５－４Ｃ （ＰＦ２８） （Ｅ３１）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （ＰＦ２２） （Ｅ２５）

ＴＲ盤 Ｌ－１

排風機（機械工事）

スポットライト

大光電機ＬＺＷ－９０６３０ＸＢ＋ＬＺＡ－９０６８４同等品

防雨形　天井付・壁付・床付兼用
アルミダイカスト　黒サテン塗装
径φ７５長１３４出１６８ｍｍ０．９ｋｇ
首振壁向１０゜外向９０゜回転３６０゜
ＡＣ１００Ｖ

姿図参照

姿図参照

屋根上

２２埋込照明

スポットライト ２０

ビス固定
カールプラグ

ＦＲＯＮＴ ＶＩＥＷ固定ブラケット

Ａ

電源トランス
ＤＣ２４　６０Ｗ　

ＡＣ１００Ｖ

リニアライトフレックス　ショートピッチ　プロテクト
３０００Ｋ １４０ｌｍ　ＤＣ２４Ｖ　１．９２Ｗ

電源トランス
ＤＣ２４　６０Ｗ　

ＡＣ１００Ｖ
Ｂ

電源トランス
ＤＣ２４　６０Ｗ　

ＡＣ１００Ｖ

電源トランス
ＤＣ２４　６０Ｗ　

ＡＣ１００Ｖ

電源トランス
ＤＣ２４　６０Ｗ　

ＡＣ１００Ｖ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

ＳＥＣＴＩＯＮ

ＳＹＳＴＥＭ ＯＵＴＬＩＮＥ

リニアライトフレックス
ショートピッチ　プロテクト
３０００Ｋ １４０ｌｍ　ＤＣ２４Ｖ　１．９２Ｗ
アルミレール、固定ブラケット付属
電源トランス別置型　ＤＣ２４　６０Ｗ　全５台（花びら一枚につき１台）

リニアライトフレックス
ショートピッチ　プロテクト
３０００Ｋ １４０ｌｍ　ＤＣ２４Ｖ　１．９２Ｗ　
アルミレール、固定ブラケット付属
電源トランス別置型　ＤＣ２４　６０Ｗ　全５台（花びら一枚につき１台）

５
５

１０ ２８０ １０
３００

２
５

２３ ２
２５

２５

５
５

５

６

９

ＶＣＴＦ

ＣＶ３．５

５．５

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ
ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ
ＶＣＴＦ

ＶＣＴＦ

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５

ＣＶ３．５
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N

コンセント設備　平面図
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C-P12P

U-A11AP

X
A
-
K
F
H
7
0
1
-
0
0
0
2
A

LC-21A3

LC-21A3

KF-312

LC
-2

1A
3

LC
-2

1A
3

KF-312

Combi CH22-3

制
御

盤

ハイトピア側庭園

35㎡

倉庫

男子WC

授乳室

SK

多機能トイレ
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　凡　例 

備   考名  称　・　仕　様記  号

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１ ＥＴ付

配管・配線凡例

天井埋込　隠蔽配管・配線

特記無き配管・配線は下記による 保護管 露出保護管

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２　Ｅ付

電灯動力盤

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （ＰＦ２２） （Ｅ２５）

Ｅ

ＥＴ

ＥＴ

ＥＴ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

ＥＴ

ＥＴ

ＥＴ

２Ｅ

Ｌ－１

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１　２５０Ｖ　Ｅ付
Ｅ

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１　Ｅ付 プレート鍵付

Ｅ

Ｅ 埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１　Ｅ付

１

２

３

４

５

６

１１

１

１３

１２

ブロアー用コンセント

７

８

９

１０

上野東町ポケットパーク整備工事
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Ｎ/Ｓ

上野東町ポケットパーク整備工事
天井LED間接照明詳細図

E-008

２１

２

Ｐ－Ｃｏｎライト １セットに配線５ｍのものが７台

セパレーター

ゴム角座Ｗ９０Ｈ３０
ＣＤ管１６φ

ＣＤ管カカリ

回転止釘打
※型枠脱型語取外し

シリコン注入孔
※６φ上下２箇所

最後に４隅からシリコン充填して下さい
シリコン充填後ＣＤ管を奥まで仕込み
ハウジングシリコン注入孔より

ＳＳ２００×２００×２００Ｃ

Ａ　ｔｙｐｅ

７台／ １ ｓｅｔ   ６２ｓｅｔ

アルミ打込ＢＯＸ　アクリルレンズカバー付
Ｗ２５×Ｈ２５×Ｄ３０　

ＩＭ－ＩＥ１．６×２（ＣＤ１４） ※　埋込照明開口補修はナシとする

ＬＳＤレンズ用落込部

（照明器具・トランス、及び照明器具取付は本工事　１次配線・配管は電気設備工事）

５

３
アルミφ１６
コネクトパイプ

Ｐ－Ｃｏｎライト

代表結線図

ＬＥＤ　ＡＣ１００Ｖ　３２００Ｋ　３Ｗ　３００ｌｍ

ハウジング

ＬＥＤ ＬＥＤ ＬＥＤ ＬＥＤ ＬＥＤ ＬＥＤ

分電盤より

ハウジング側面
Φ１６孔加工

ハウジング：アルミｔ２

照明カバー：
アクリル成形板
（型ガラス調）

２３

２５

２

２
２

２

２
６

２

２
６

２６

３０

３
０

２３ ２６ ５３

２ ３２ ５ ２１
６０

Ｂ Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ｃ

ＡＡ

Ｄ

シリコン充填
コネクトパイプ
アルミφ１６

１
０

２
５ ２
３

２

ハウジング：アルミｔ２
照明カバー：
アクリル成形板（型ガラス調）

ＬＥＤ－ｍｏｄｕｌｅ
ＬＳＤレンズ
（拡散タイプ８０°×８０°，楕円タイプ８０°×１０°）

※ハウジングへシリコン充填後差込固定
ＣＤ管１６φ

天井LED間接照明詳細図

B-B 断面図　S=1/1

S=1/3

平面図　S=1/1

A-A 正面図　S=1/1 C-C 断面図　S=1/1 D-D 断面図　S=1/1

ハウジング背面Φ１０孔加工

ＬＥＤ－ｍｏｄｕｌｅ 塗幕防水処理

２
２

２
２

２
６

２
３６
３２ ２


